
『
一
谷
嫌
軍
記
』
と
浄
瑠
璃
の
先
行
作
品

内
　
山
　
美
樹
子

一

　
前
々
稿
「
「
組
討
」
「
陣
屋
」
と
平
家
物
語
」
、
前
稿
「
＝
谷
嫌
軍
記
」
二
段

目
考
」
を
承
け
、
本
稿
で
は
「
一
谷
鰍
軍
記
」
の
主
筋
、
熊
谷
敦
盛
劇
と
浄
瑠

璃
先
行
作
品
と
の
関
係
を
、
平
家
物
語
を
軸
に
検
討
す
る
。
前
稿
・
前
々
稿
と

同
様
、
平
家
物
語
と
『
　
』
な
し
で
記
す
場
合
は
『
源
平
盛
衰
記
』
を
含
む
。

　
『
古
浄
瑠
璃
正
本
集
』
『
説
経
正
本
集
』
そ
の
他
に
収
め
る
古
浄
瑠
璃
の
熊
谷

敦
盛
劇
を
、
組
討
の
場
面
を
中
心
に
見
て
い
く
と
一
平
家
物
語
に
依
ら
な
い

後
日
潭
の
子
敦
盛
諦
や
「
熊
谷
先
陳
問
答
」
系
の
筋
は
本
稿
で
は
扱
わ
な
い
i

一
ほ
ぼ
三
段
階
が
認
め
ら
れ
る
。

　
日
幸
若
舞
曲
「
敦
盛
」
の
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
版
の
段
階
。

　
口
幸
若
舞
曲
の
他
に
、
平
家
物
語
（
具
体
的
に
は
流
布
本
平
家
物
語
と
源
平

　
　
盛
衰
記
）
と
謡
曲
「
敦
盛
」
の
文
章
摂
取
が
行
わ
れ
る
段
階
。

　
日
近
世
演
劇
と
し
て
の
新
た
な
趣
向
が
案
出
さ
れ
る
段
階
。

　
e
に
該
当
す
る
の
は
『
古
浄
瑠
璃
正
本
集
』
第
一
・
十
九
の
正
保
二
二
六

＝
上
士
軍
記
』
と
浄
瑠
璃
の
先
行
作
品

四
五
）
年
版
「
こ
あ
っ
も
り
」
二
段
目
・
二
段
目
に
熊
谷
、
敦
盛
組
討
の
場
）

と
『
説
経
正
本
集
』
第
三
・
四
四
の
「
こ
あ
っ
も
り
」
（
鱗
形
屋
版
初
段
に
組

討
の
場
）
で
あ
る
。
両
作
の
成
立
、
所
属
（
説
経
、
古
浄
瑠
璃
の
別
）
等
に
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

い
て
は
、
横
山
重
、
室
木
弥
太
郎
、
信
多
純
一
各
氏
の
説
が
あ
る
。
ま
た
正
本

未
見
で
あ
る
が
、
若
月
保
治
『
古
浄
瑠
璃
の
研
究
』
第
四
巻
に
「
万
治
頃
の
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
2
）

の
」
と
し
て
梗
概
を
掲
げ
る
「
大
あ
っ
も
り
」
も
、
文
章
表
現
は
未
詳
な
が
ら
、

六
段
全
体
の
筋
は
、
細
部
ま
で
幸
若
舞
曲
そ
の
ま
ま
で
あ
る
。

　
こ
れ
に
対
し
『
古
浄
瑠
璃
正
本
集
』
第
三
・
五
八
、
寛
文
元
二
六
六
こ

年
版
＝
切
記
」
で
は
、
組
討
の
場
（
第
一
に
あ
る
）
の
最
初
の
部
分
と
、
中

程
の
敦
盛
を
助
け
よ
う
と
し
た
熊
谷
の
前
に
立
ち
現
れ
る
源
氏
の
武
者
の
名
寄

せ
が
、
幸
若
舞
曲
か
ら
と
ら
れ
て
い
る
以
外
は
、
「
さ
る
程
に
、
一
の
た
に
の

合
戦
、
や
ふ
れ
し
か
は
」
以
下
専
ら
流
布
本
平
家
物
語
に
よ
り
、
当
然
の
こ
と

な
が
ら
、
読
本
系
平
家
物
語
系
列
の
幸
若
舞
曲
と
違
っ
て
、
敦
盛
は
名
乗
ら
ず

に
討
た
れ
る
。
文
章
の
当
代
化
、
と
い
う
点
を
別
に
す
れ
ば
、
浄
瑠
璃
と
し
て

の
新
た
な
加
筆
は
、
左
の
敦
盛
の
こ
と
ば
」
箇
所
、
と
い
っ
て
よ
い
。

　
　
あ
・
籾
、
へ
ん
し
も
い
け
て
、
物
を
ば
お
も
わ
せ
給
ふ
物
か
な
。
む
さ
し

＝
二
七



　
　
の
く
ま
が
へ
の
て
に
か
・
ら
ん
事
も
。
ぜ
ん
ぜ
の
ゑ
ん
な
ら
ん
と
思
へ
ば
。

　
　
う
ら
み
と
さ
ら
に
、
お
も
は
れ
ぬ
と
。
し
ば
し
泪
を
な
が
さ
る
。

「一

ﾘ
記
」
で
は
、
流
布
本
平
家
物
語
「
敦
盛
」
を
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
は
め
こ
み

な
が
ら
、
一
見
、
そ
れ
と
気
付
か
せ
ぬ
程
、
古
浄
瑠
璃
文
と
の
融
合
が
う
ま
く

い
っ
て
い
る
。
熊
谷
敦
盛
劇
と
し
て
は
、
第
e
段
階
の
先
行
芸
能
旧
劇
舞
曲
の

転
用
か
ら
、
平
家
物
語
と
い
う
軍
記
文
学
に
よ
る
脚
色
が
行
わ
れ
る
新
段
階
を

　
　
　
　
　
　
（
3
）

示
す
作
品
で
あ
る
。
先
行
芸
能
と
い
っ
て
も
阪
口
弘
之
「
「
寛
永
期
の
浄
瑠
璃

　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

1
「
鎌
田
」
の
周
辺
」
の
説
を
応
用
す
れ
ば
、
「
こ
あ
っ
も
り
」
正
保
二
年

の
時
点
で
、
浄
瑠
璃
の
舞
曲
摂
取
段
階
は
、
既
に
「
口
承
か
ら
書
損
へ
」
の
転

換
を
果
た
し
て
お
り
、
そ
れ
に
先
立
つ
寛
永
二
十
年
「
待
賢
門
平
氏
合
戦
」
の

流
布
本
平
治
物
語
、
舞
曲
「
鎌
田
」
と
の
関
係
も
．
「
い
ず
れ
も
不
承
に
よ
る
依

拠
」
と
さ
れ
る
。
た
だ
同
じ
く
書
承
で
あ
っ
て
も
、
短
編
中
編
の
舞
曲
や
平

治
物
語
と
違
い
、
長
編
叙
事
文
芸
平
家
物
語
の
文
学
性
を
意
識
し
た
摂
取
と
い

う
点
で
、
コ
切
記
」
第
一
に
は
、
「
清
原
の
う
大
将
」
（
『
金
平
浄
瑠
璃
正
本

集
』
第
一
の
二
三
）
第
一
・
第
二
な
ど
と
通
ず
る
新
し
さ
が
あ
る
。
「
『
平
家
物

語
』
を
採
用
し
て
詞
章
を
や
や
当
代
化
し
た
」
「
き
そ
物
語
」
（
天
理
図
書
館
善

本
叢
書
『
古
浄
瑠
璃
続
集
』
角
田
一
郎
解
題
）
及
び
そ
の
周
辺
の
「
「
軍
記
浄

瑠
璃
」
と
も
呼
ぶ
べ
き
作
品
群
」
が
、
金
平
浄
瑠
璃
の
成
立
展
開
と
深
く
関
わ

り
あ
っ
た
明
暦
か
ら
寛
文
期
（
阪
口
弘
之
「
金
平
浄
瑠
璃
の
は
じ
ま
り
」
『
論

集
近
世
文
学
』
1
）
の
動
向
と
対
応
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

　
＝
旧
記
」
の
二
年
後
、
寛
文
三
年
、
大
和
少
橡
と
推
定
さ
れ
る
「
佐
々
木

藤
戸
先
陣
レ
（
鈴
木
光
保
『
古
浄
瑠
璃
集
一
藤
戸
合
戦
物
三
種
』
所
収
）
は
、

＝
二
八

第
三
前
半
ま
で
は
一
谷
合
戦
記
で
、
主
と
し
て
流
布
本
平
家
物
語
に
よ
っ
て
い

る
が
、
熊
谷
が
小
次
郎
を
死
地
に
赴
か
せ
た
こ
と
を
悲
し
む
件
り
（
第
三
）
は

幸
若
舞
曲
に
よ
る
。
敦
盛
は
登
場
し
な
い
。

　
貞
享
三
年
以
前
と
さ
れ
る
江
戸
土
佐
少
橡
「
源
平
兵
者
揃
」
第
二
の
熊
谷
敦

盛
組
討
場
面
も
、
主
と
し
て
、
鳥
居
フ
ミ
子
「
「
源
平
兵
者
揃
」
の
源
平
合
戦

と
蓮
生
坊
」
（
『
伝
承
と
芸
能
－
古
浄
瑠
璃
世
界
の
展
開
』
）
に
い
う
如
く
幸

若
舞
曲
を
簡
略
化
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
た
だ
熊
谷
の
言
葉
「
御
ぼ
だ
い
と
ふ

ら
ひ
申
べ
し
。
草
の
か
げ
に
て
御
ら
ん
ぜ
よ
」
は
幸
若
で
は
な
く
盛
衰
記
に
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

る
。
ま
た
第
六
豊
浦
の
義
経
梶
原
確
執
場
面
は
流
布
本
平
家
物
語
に
よ
っ
て
い

る
。　

延
宝
六
二
六
七
八
）
年
三
月
以
前
に
原
本
が
成
立
し
た
加
賀
見
の
「
大
原

問
答
」
（
改
訂
本
「
念
仏
往
生
記
」
二
種
・
義
太
夫
本
「
大
原
問
答
」
と
の
関

係
等
、
『
近
松
全
集
』
第
十
三
巻
、
馬
身
純
一
解
題
参
照
。
本
稿
引
用
は
、
筑

後
橡
本
「
大
原
問
答
青
葉
笛
」
に
よ
る
）
は
、
第
一
が
熊
谷
・
小
次
郎
．
敦
盛

の
物
語
で
、
文
章
は
流
布
本
平
家
物
語
巻
九
の
コ
ニ
の
懸
」
「
敦
盛
」
に
よ

る
と
こ
ろ
が
非
常
に
多
い
。
但
し
熊
谷
父
子
が
先
陣
の
戦
さ
で
、
互
に
か
ば
い

合
い
助
け
合
い
、
親
子
恩
愛
の
切
な
さ
に
、
熊
谷
に
道
心
が
兆
す
件
り
は
、
盛

衰
記
巻
三
十
五
、
宇
治
川
に
お
け
る
熊
谷
父
子
の
叙
述
に
よ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

謡
曲
、
幸
若
舞
曲
の
文
章
も
織
り
こ
ま
れ
、
組
討
の
場
の
筋
立
て
自
体
は
こ
れ

ら
中
世
文
芸
の
熊
谷
・
小
次
郎
・
敦
盛
諏
と
同
様
で
あ
る
が
、
若
干
の
加
筆
に

よ
り
、
敦
盛
が
近
世
的
に
理
想
化
さ
れ
た
若
武
者
に
転
生
し
て
い
る
点
、
前
掲

の
「
一
切
記
」
の
加
筆
の
場
合
と
や
や
質
を
異
に
し
、
「
一
谷
鰍
軍
記
」
組
討



へ
の
影
響
が
顕
著
で
あ
る
。
即
ち

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
ね
も
り
　
　
す
え
　
　
　
　
む
く
わ
ん

　
　
○
や
さ
し
の
人
の
い
ひ
ご
と
や
。
…
…
我
は
経
盛
の
末
の
子
無
官
の
太
夫

　
　
　
あ
っ
も
り
也
。
（
大
原
問
答
青
葉
笛
）

　
　
　
　
　
　
　
　
こ
ト
ろ
ざ
し
　
　
　
　
　
　
　
さ
ん
ぎ
　
　
　
　
　
　
　
ば
っ
し

　
　
　
ヲ
、
や
さ
し
き
志
。
我
こ
そ
参
議
経
盛
の
末
子
。
無
官
の
大
夫
敦
盛

　
　
　
二
谷
鰍
軍
記
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
し
　
　
　
む
か

　
　
○
は
や
く
と
。
西
に
向
ひ
念
仏
し
か
い
し
ゃ
く
を
待
給
ふ
。
（
大
原
問

　
　
　
答
青
葉
笛
）

　
　
　
西
に
向
ひ
て
手
を
合
せ
。
御
目
を
と
ち
て
待
チ
給
へ
ば
。
…
…
早
々
首

　
　
　
を
討
タ
れ
よ
と
。
（
一
谷
鰍
軍
記
）

ま
た
源
氏
の
武
者
達
が
、
熊
谷
が
敦
盛
を
助
け
る
の
を
二
心
と
罵
る
贈
り
「
う

　
　
　
　
　
　
げ
ん
じ
　

ぐ
ん
ぜ
い
　
　
　
　
　
　
む
さ
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
み

し
ろ
の
山
よ
り
源
氏
の
軍
勢
是
を
見
て
。
武
蔵
の
国
の
く
ま
が
へ
こ
そ
敵
と
組

　
　
　
　
　
　
　
う
た

は
く
ん
だ
れ
共
。
討
ぬ
は
し
れ
も
の
二
心
く
ま
が
へ
土
ハ
に
討
と
れ
や
と
声
々
に

の
・
し
れ
ば
。
」
は
、
基
本
的
に
信
認
舞
曲
に
基
き
、
直
接
に
は
『
説
経
正
本

集
』
第
三
所
収
鱗
形
屋
版
「
こ
あ
っ
も
り
」
初
段
の
「
上
の
山
に
は
九
郎
御
ざ

う
し
…
…
こ
へ
く
に
そ
、
よ
ば
は
り
け
る
」
に
よ
っ
て
い
る
が
、
た
だ
、
幸

若
舞
曲
・
説
経
（
古
浄
瑠
璃
）
の
「
上
の
山
」
を
、
源
氏
物
語
に
基
く
謡
曲

「
敦
盛
」
の
「
う
し
ろ
の
山
」
（
児
玉
竜
一
「
「
一
谷
嫌
軍
記
」
孜
」
〈
『
演
劇
学
』

3
2
＞
謡
曲
は
「
う
し
ろ
の
山
風
」
）
に
変
え
て
い
る
点
が
重
要
で
コ
谷
鰍
軍

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
し
ろ

記
」
三
ノ
切
の
「
逃
。
去
．
た
る
平
山
が
。
後
の
山
よ
り
声
高
く
。
熊
谷
こ
そ

敦
盛
を
組
敷
キ
な
が
ら
助
ク
る
は
。
ニ
タ
心
に
極
り
し
と
呼
は
る
声
．
々
。
」
の
典

　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ
ひ
　
　
く
は
ん
げ
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
を
ば
　
　
　
ふ
ゑ

拠
と
な
る
。
さ
ら
に
「
宵
の
管
絃
に
ふ
き
給
ふ
。
青
葉
の
笛
」
も
「
一
谷
鰍

　
　
　
　
　
　
　
よ
ひ
　
　
く
は
げ
ん
　
　
ふ
ゑ

軍
記
」
組
討
の
「
宵
の
管
絃
の
笛
の
時
」
に
継
承
さ
れ
る
修
辞
で
あ
る
。
後
述

『一

J
轍
軍
記
』
と
浄
瑠
璃
の
先
行
作
品

の
如
く
コ
谷
鰍
軍
記
」
の
作
者
は
、
熊
谷
敦
盛
劇
に
関
し
て
は
、
文
章
面
で

先
行
の
浄
瑠
璃
、
古
浄
瑠
璃
に
よ
ら
ず
、
直
接
中
世
文
芸
に
よ
っ
て
作
文
す
る

こ
と
に
努
め
た
が
、
「
大
原
問
答
」
だ
け
は
、
例
外
的
に
準
典
拠
と
し
て
活
用

さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
例
え
ば
中
世
文
芸
の
中
で
古
浄
瑠
璃
と
体
質
的
に
極
め

て
近
い
、
幸
若
舞
曲
か
ら
の
摂
取
に
当
り
、
謡
曲
・
中
世
古
典
文
学
の
線
に
添

っ
た
用
語
の
変
換
が
必
要
な
場
合
が
あ
り
、
そ
の
変
換
が
既
に
「
大
原
問
答
」

で
な
さ
れ
て
い
る
1
即
ち
「
大
原
問
答
」
の
作
者
（
近
松
）
の
古
典
主
義
が
、

「
一
谷
鰍
軍
記
」
の
作
文
方
針
と
合
致
す
る
　
　
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

　
同
じ
く
加
賀
橡
系
の
作
品
で
も
「
大
原
御
幸
」
（
成
立
年
次
は
、
天
和
、
貞

享
、
元
禄
、
各
説
あ
り
。
『
古
浄
瑠
璃
正
本
集
加
賀
黒
馬
』
第
三
、
林
久
美
子

解
題
参
照
）
に
な
る
と
、
第
一
の
熊
谷
敦
盛
組
討
場
面
に
、
熊
谷
と
敦
盛
の
衆

道
の
恋
慕
が
持
ち
込
ま
れ
、
口
語
・
俗
語
的
表
現
が
多
用
さ
れ
、
「
大
原
問
答
」

の
古
典
的
格
調
は
失
わ
れ
る
。
こ
の
作
品
は
既
に
七
日
段
階
に
含
め
る
べ
き
か

と
も
思
わ
れ
る
が
、
熊
谷
が
敦
盛
を
組
敷
き
、
心
な
ら
ず
も
討
っ
て
出
家
を
遂

げ
る
と
い
う
組
討
の
場
の
筋
そ
の
も
の
に
は
変
更
が
な
い
点
、
次
の
「
源
平
花

い
く
さ
八
つ
る
ぎ
で
ん
」
と
は
、
や
は
り
一
線
を
画
す
る
。

　
古
浄
瑠
璃
末
期
、
元
禄
十
四
年
頃
以
後
と
推
定
さ
れ
る
出
羽
座
、
錦
文
流
作

「
源
平
花
い
く
さ
八
つ
る
ぎ
で
ん
」
（
長
友
千
代
治
編
『
錦
文
流
全
集
』
俳
譜

他
・
年
譜
篇
、
浄
瑠
璃
篇
、
及
び
鳥
越
文
蔵
『
パ
リ
国
立
図
書
館
蔵
古
浄
瑠
璃

集
』
）
の
組
討
場
面
は
基
本
的
に
は
幸
若
に
よ
る
が
、
敦
盛
の
装
束
は
幸
若
で

は
な
く
流
布
本
平
家
物
語
に
よ
り
、
「
せ
ん
か
た
な
み
に
こ
ま
を
ひ
か
へ
あ
き

れ
は
て
た
る
」
は
謡
曲
に
よ
る
。
ま
た
組
討
場
面
に
先
立
つ
、
小
次
郎
な
を
家

＝
一
一
九



が
、
一
人
先
陣
を
心
が
け
一
谷
の
城
に
忍
び
入
り
、
笛
の
音
に
耳
を
傾
け
る
件

り
は
、
盛
衰
記
巻
三
十
七
に
基
く
（
盛
衰
記
で
は
耳
を
傾
け
る
の
は
熊
谷
）
。

　
本
作
は
筋
の
上
で
平
家
物
語
・
幸
若
舞
曲
の
「
敦
盛
」
を
踏
襲
し
て
き
た
第

日
第
六
段
階
の
罪
作
と
異
り
、
組
討
は
熊
谷
直
実
と
敦
盛
で
は
な
く
、
小
次
郎

と
敦
盛
で
行
わ
れ
、
小
次
郎
と
敦
盛
は
組
討
以
前
か
ら
親
し
い
間
柄
で
あ
り
、

か
つ
、
偶
然
で
は
あ
る
が
小
次
郎
が
敦
盛
の
身
替
り
に
父
直
実
の
矢
を
受
け
て

死
ぬ
。
筋
立
て
に
重
大
な
変
化
が
生
じ
た
鍔
元
段
階
の
、
浄
瑠
璃
と
し
て
は
最

初
の
作
品
で
あ
る
。
但
し
敦
盛
の
身
替
り
潭
や
熊
谷
父
子
と
敦
盛
の
間
に
以
前

か
ら
親
交
の
あ
る
こ
と
は
、
「
「
一
谷
鰍
軍
記
」
孜
」
で
指
摘
す
る
如
く
、
歌
舞

伎
の
元
禄
四
年
、
京
早
雲
長
太
夫
座
コ
谷
坂
落
」
が
早
い
。
コ
谷
坂
落
」

で
は
狐
の
身
替
り
に
よ
り
敦
盛
の
命
が
助
か
る
楽
天
的
な
結
末
で
あ
る
が
、
筋

立
て
は
か
な
り
複
雑
で
あ
り
、
「
「
一
谷
鰍
軍
記
」
孜
」
が
、
評
判
下
等
に
よ
っ

て
あ
と
づ
け
る
、
宝
永
前
期
か
ら
延
享
期
に
至
る
歌
舞
伎
の
、
小
次
郎
の
死
と

熊
谷
の
愁
嘆
場
面
の
多
さ
も
考
慮
す
る
と
、
「
源
平
花
い
く
さ
八
つ
る
ぎ
で
ん
」

の
熊
谷
・
小
次
郎
・
敦
盛
の
哀
話
も
、
元
禄
期
の
歌
舞
伎
に
も
と
が
あ
っ
た
可

能
性
が
あ
る
。
た
だ
、
歌
舞
伎
で
は
趣
向
が
次
々
案
出
さ
れ
る
が
、
台
本
を
遺

さ
な
い
の
で
、
版
本
を
持
つ
浄
瑠
璃
が
、
後
の
作
者
に
強
い
影
響
を
持
つ
の
は

必
然
で
あ
る
。

　
＝
風
食
軍
記
」
は
、
小
次
郎
が
敦
盛
の
身
替
り
に
父
直
実
の
手
に
か
か
る

こ
と
、
小
次
郎
が
一
人
先
陣
を
志
し
一
谷
の
城
に
忍
び
、
笛
の
音
に
耳
を
傾
け

る
こ
と
、
の
二
つ
の
着
想
を
「
源
平
花
い
く
さ
八
つ
る
ぎ
で
ん
」
か
ら
得
た
。

前
者
は
筋
の
は
こ
び
が
全
く
別
の
も
の
と
な
る
が
、
後
者
は
＝
谷
嫌
軍
記
」

一
四
〇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

二
段
目
、
い
わ
ゆ
る
「
陣
門
」
冒
頭
と
、
局
面
的
に
ほ
ぼ
重
な
り
あ
う
。
し
か

し
「
源
平
花
い
く
さ
八
つ
る
ぎ
で
ん
」
の
小
次
郎
は
笛
の
音
に
「
心
を
す
ま
し

つ
・
誰
々
け
ん
し
に
事
か
は
り
平
げ
の
ふ
し
の
や
さ
し
さ
よ
。
い
く
さ
な
か
は

の
か
く
の
お
と
い
つ
れ
の
た
れ
か
ち
ん
所
そ
や
暗
ゆ
か
し
と
や
よ
し
は
し
。

み
・
を
か
た
ふ
け
さ
ほ
し
か
も
と
も
に
う
か
る
こ
の
で
あ
っ
て
、
コ
谷
鰍

　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
い
か
く
は
ん
げ
ん
　
　
も
よ
ほ

軍
記
」
の
小
次
郎
の
「
詩
歌
管
絃
を
催
さ
る
。
ハ
、
ア
床
し
さ
よ
。
い
か
な
れ

　
　
　
　
　
じ
ゃ
け
ん
　
　
い
な
か
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ
ろ
い
か
ぶ
と

ば
我
々
は
。
邪
見
の
田
舎
に
生
れ
出
。
鎧
兜
弓
矢
を
取
。
か
く
や
ん
ご
と
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
ゅ
ら

き
人
々
を
敵
と
し
て
立
向
ひ
。
修
羅
の
劔
キ
を
と
ぐ
事
は
。
浅
ま
し
さ
よ
」
と

い
う
平
家
物
語
（
具
体
的
に
は
源
平
盛
衰
記
）
に
基
く
内
省
は
な
い
。
「
一
谷

轍
軍
記
」
の
作
者
は
「
源
平
唱
い
く
さ
八
つ
る
ぎ
で
ん
」
か
ら
劇
的
設
定
や
着

想
は
取
り
入
れ
る
が
、
思
想
や
文
章
の
面
で
「
八
つ
る
ぎ
で
ん
」
を
直
接
継
承

す
る
こ
と
は
あ
え
て
し
な
い
（
後
述
）
。

二

　
浄
瑠
璃
の
熊
谷
敦
盛
劇
組
討
場
面
に
は
、
古
浄
瑠
璃
時
代
末
期
の
時
点
で
、

幸
若
舞
曲
「
敦
盛
」
、
謡
曲
「
敦
盛
」
、
流
布
本
平
家
物
語
、
源
平
盛
衰
記
か
ら

の
語
句
摂
取
に
よ
る
作
文
方
式
が
確
立
さ
れ
、
か
つ
そ
れ
ら
中
世
文
芸
の
筋
の

裏
を
ゆ
く
近
世
演
劇
的
趣
向
も
既
に
案
出
さ
れ
た
。
い
わ
ば
外
面
的
に
筋
を
ふ

く
ら
ま
せ
る
脚
色
と
し
て
は
、
行
き
つ
く
と
こ
ろ
ま
で
行
っ
た
と
み
て
よ
い
。

十
八
世
紀
初
期
に
竹
本
座
及
び
宇
治
座
で
上
演
さ
れ
た
熊
谷
蓮
生
、
及
び
贋
蓮

生
が
登
場
す
る
「
佐
藤
忠
信
廿
日
正
月
」
「
義
経
東
六
法
」
が
、
組
討
の
後
日



諦
で
喜
劇
風
の
小
品
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
十
八
世
紀
前
期
の
浄
瑠
璃

に
、
熊
谷
敦
盛
劇
が
少
な
い
こ
と
、
は
右
の
如
き
古
浄
瑠
璃
の
動
向
を
義
太
夫

節
が
受
け
と
め
た
自
然
の
成
り
ゆ
き
で
あ
っ
た
。

　
「
義
経
東
六
法
」
（
正
徳
元
（
一
七
一
一
）
年
以
前
）
の
上
の
巻
で
は
敦
盛
の

妻
が
、
熊
谷
蓮
生
（
実
は
贋
者
）
を
敵
と
狙
っ
た
こ
と
を
物
語
る
件
り
で
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
た
き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

⊃
も
ん
み
な
く
舟
に
う
か
へ
ば
」
か
ら
「
敵
に
て
は
な
か
り
け
り
」
ま
で
、

謡
曲
「
敦
盛
」
の
詞
章
が
そ
っ
く
り
は
め
こ
ま
れ
る
。
「
義
経
東
六
法
」
は
パ

ロ
デ
ィ
の
連
続
の
よ
う
な
作
風
で
、
こ
の
謡
曲
引
用
に
も
特
別
の
戯
曲
的
意
味

は
な
い
が
、
浄
瑠
璃
で
熊
谷
敦
盛
組
討
場
面
が
、
劇
中
劇
的
に
用
い
ら
れ
た
早

い
例
と
し
て
は
留
意
し
て
よ
い
。

　
「
一
谷
鰍
軍
記
」
の
直
接
先
行
作
と
さ
れ
る
享
保
十
五
（
一
七
三
〇
）
年
文

耕
堂
・
長
谷
川
千
四
作
「
須
磨
都
源
平
亡
霊
」
で
も
、
熊
谷
敦
盛
組
討
場
面
は
、

四
段
目
冒
頭
で
、
敦
盛
の
許
婚
品
照
星
と
忠
度
の
愛
人
で
六
弥
太
の
妹
裡
菊
が

道
行
の
途
中
、
遠
景
と
し
て
、
ほ
ん
の
一
瞬
朧
気
に
み
る
だ
け
の
、
間
接
的
扱

い
と
な
っ
て
い
る
。
い
わ
ば
組
討
場
面
が
一
つ
の
画
題
と
し
て
扱
わ
れ
る
。
平

家
物
語
の
語
旬
は
特
に
引
用
さ
れ
て
い
な
い
。

　
「
須
磨
都
源
平
郷
燭
」
四
段
目
で
は
、
忠
度
・
六
弥
太
の
組
討
を
克
明
に
見

せ
る
。
こ
の
忠
度
、
六
弥
太
が
、
裡
菊
を
は
さ
ん
で
、
妹
婿
、
小
舅
の
関
係
に

あ
る
相
手
の
た
め
に
進
ん
で
討
た
れ
よ
う
と
争
う
組
討
場
面
は
、
延
享
元
二

七
四
四
）
年
江
戸
肥
前
座
の
大
坂
落
城
劇
「
義
経
新
罪
状
」
四
ノ
切
に
、
六
弥

太
を
五
斗
兵
衛
、
忠
度
を
五
斗
兵
衛
の
子
大
三
郎
、
裡
菊
を
玉
世
と
変
え
て
、

と
り
入
れ
ら
れ
た
。＝

谷
町
軍
記
』
と
浄
瑠
璃
の
先
行
作
品

　
「
義
経
新
含
状
」
は
享
保
二
十
（
一
七
三
五
）
年
初
演
時
に
上
演
禁
止
を
受

け
た
並
木
妻
事
作
「
南
蛮
鉄
後
藤
目
貫
」
の
改
修
作
で
あ
る
。
改
修
に
あ
た
っ

て
、
全
般
に
文
章
に
も
多
少
手
が
加
え
ら
れ
た
が
、
特
に
際
だ
っ
た
点
は
、
時

代
を
足
利
・
新
田
か
ら
頼
朝
・
義
経
に
変
え
、
上
演
禁
止
の
原
因
と
な
っ
た
尊

氏
（
家
康
）
狙
撃
の
場
面
を
含
む
四
段
目
の
差
し
か
え
に
、
「
須
磨
都
源
平
癬

燭
」
四
ノ
切
を
転
用
し
た
こ
と
で
あ
る
。
正
本
末
尾
に

　
　
画
人
懇
望
あ
り
て
大
作
の
ほ
つ
れ
に
古
キ
を
つ
き
た
し
是
非
。
五
段
に
し

　
　
て
板
行
．
お
よ
ふ
　
桜
木
に
咲
を
見
ま
ね
や
作
花

上
演
禁
止
に
関
わ
る
具
体
的
叙
述
を
避
け
て
い
る
が
、
「
大
作
の
ほ
つ
れ
」
は

「
南
蛮
鉄
後
藤
目
貫
」
の
四
段
目
が
欠
落
し
た
状
態
、
「
古
キ
」
は
「
須
磨
都
源

平
螂
燭
」
四
ノ
切
を
さ
す
。
改
修
の
執
筆
に
当
た
っ
た
江
戸
肥
前
座
作
者
の
署

名
は
な
い
。
寛
保
・
延
享
期
に
お
け
る
並
木
宗
輔
と
肥
前
座
の
関
係
の
深
さ
、

「
大
作
の
ほ
つ
れ
」
云
々
と
原
作
を
尊
ん
だ
文
章
か
ら
み
て
、
「
義
経
新
廃
頽
」

が
原
作
者
並
木
宗
輔
諒
解
の
も
と
に
作
ら
れ
た
と
み
る
の
が
自
然
で
あ
る
。

　
「
義
経
新
国
状
」
の
組
討
場
面
は
、
親
子
ま
た
は
義
兄
弟
が
相
手
の
た
め
に

討
た
れ
よ
う
と
争
い
、
恋
人
の
女
性
が
か
ら
む
筋
立
て
は
、
「
須
磨
都
源
平
躍

燭
」
四
ノ
切
の
転
用
と
い
え
る
が
、
「
須
磨
都
源
平
螂
燭
」
の
忠
度
・
六
弥
太

が
と
も
に
壮
年
の
武
士
で
あ
る
の
に
対
し
、
「
義
経
新
馬
状
」
の
、
豪
傑
の
父

五
斗
兵
衛
と
、
美
少
年
の
息
子
大
三
郎
が
、
は
じ
め
互
い
に
そ
れ
と
知
ら
ず
に

対
戦
す
る
設
定
に
は
、
当
然
、
強
剛
の
坂
東
武
者
が
、
美
し
い
公
達
の
若
武
者

に
父
性
愛
を
感
じ
て
討
ち
か
ね
る
と
い
う
、
熊
谷
敦
盛
組
討
場
面
が
重
ね
合
わ

さ
れ
て
い
る
。
熊
谷
敦
盛
組
討
場
面
が
、
平
家
物
語
か
ら
切
り
離
さ
れ
、
一
つ

一
四
一



の
趣
向
と
し
て
大
坂
落
城
劇
に
は
め
こ
ま
れ
た
の
で
あ
る
。

　
し
か
も
「
義
経
新
含
状
」
で
大
三
郎
が
、
相
手
を
父
と
知
っ
て
、
わ
ざ
と
討

た
れ
る
つ
も
り
で
形
ば
か
り
刃
を
合
わ
せ
る
件
り
、
父
と
子
が
、
他
人
向
き
に
、

　
（
8
）

「
心
底
」
を
も
っ
て
（
但
し
「
義
経
新
含
状
」
で
は
「
心
底
」
は
大
三
郎
の
み
）

演
技
的
に
戦
う
場
面
が
、
優
美
な
文
章
で
綴
ら
れ
る
点
、
コ
谷
鰍
軍
記
」
組

討
に
非
常
に
近
い
。
両
者
の
文
章
を
対
照
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ
う
ひ

　
　
駒
の
足
な
み
か
つ
し
く
…
…
鎧
の
袖
も
ひ
ら
く
く
。
・
：
…
打
寄
セ
。

　
　
　
　
　
　
　
く
つ
わ

　
　
か
け
寄
…
…
轡
の
音
は
か
ら
く
く
。
…
…
か
う
ろ
ぎ
鈴
虫
り
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
さ
ら
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
ま

　
　
く
く
…
…
更
に
勝
負
も
付
ヵ
ざ
れ
ば
。
い
そ
ふ
れ
組
ん
尤
と
。
馬
の

　
　
う
へ
に
て
む
ず
と
組
。
ゑ
い
や
く
と
も
み
合
し
が
。
増
額
が
間
に
ど
う

　
　
ど
落
。
…
…
電
子
と
知
．
ず
取
．
て
お
さ
へ
。
（
「
義
経
新
畑
状
」
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
ろ
あ
ぶ
み

　
　
か
け
寄
り
。
か
け
よ
せ
て
う
く
く
。
て
ふ
の
羽
が
へ
し
諸
鐙
。
駒
の

　
　
　
な
み
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ
う
ひ

　
　
足
並
か
つ
し
く
。
鎧
の
袖
は
ひ
ら
く
く
。
…
…
勝
負
も
果
し
有
．
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
ま
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ば
し
ゃ
う

　
　
ざ
れ
ば
。
い
そ
ふ
れ
軽
ん
と
…
…
馬
上
な
が
ら
む
っ
と
組
。
ゑ
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ふ
み

　
　
く
く
の
声
の
内
。
互
い
に
鐙
を
踏
は
つ
し
品
品
が
間
イ
に
ど
う
ど
落
。

　
　
…
…
敦
盛
を
取
．
て
お
さ
へ
　
（
＝
谷
鰍
軍
記
」
）

　
こ
の
類
似
が
、
「
一
谷
鰍
軍
記
」
で
並
木
宗
輔
が
「
義
経
新
附
状
」
の
無
名

作
者
の
文
章
を
模
倣
し
た
た
め
で
あ
る
か
、
「
義
経
新
菊
状
」
の
文
章
自
体
が

宗
輔
の
添
削
を
経
て
い
た
た
め
か
、
は
俄
か
に
定
め
難
い
が
、
た
と
え
前
者
で

あ
っ
て
も
、
並
木
宗
輔
は
「
義
経
新
含
状
」
を
自
作
に
準
ず
る
も
の
と
み
な
し

て
い
た
に
相
違
な
い
。
ま
た
こ
の
「
義
経
新
国
状
」
と
の
関
わ
り
に
お
い
て
、

宗
輔
が
竹
本
座
の
「
須
磨
都
源
平
二
面
」
を
熟
読
し
た
こ
と
は
、
「
一
谷
嫌
軍

記
」
二
段
目
切
「
林
住
家
の
段
」

が
行
わ
れ
る
下
地
と
な
っ
た
。

三

一
四
二

に
「
須
磨
都
源
平
癬
燭
」
か
ら
の
大
幅
摂
取

　
並
木
宗
輔
は
、
第
一
次
豊
竹
座
時
代
以
来
、
平
家
物
語
（
含
「
源
平
盛
衰

記
」
）
を
、
度
々
扱
っ
て
き
た
が
、
熊
谷
敦
盛
劇
自
体
の
脚
色
は
、
延
享
二

（→

ｵ
四
五
）
年
竹
本
座
に
お
け
る
第
一
作
「
軍
法
冨
士
見
西
行
」
五
段
目

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

「
源
平
花
合
戦
」
が
最
初
で
あ
っ
た
。
「
源
平
花
合
戦
」
は
、
木
曾
義
仲
が
夢
に
、

鵯
越
坂
落
し
・
熊
谷
敦
盛
組
討
・
扇
の
的
・
鐙
引
き
を
次
々
に
み
る
景
事
風
の

一
段
で
、
古
浄
瑠
璃
の
「
源
平
武
者
揃
」
や
「
源
平
幽
い
く
さ
八
つ
る
ぎ
で

ん
」
と
共
通
す
る
源
平
合
戦
名
場
面
集
で
あ
る
が
、
夢
中
の
合
戦
絵
巻
と
い
う

点
で
、
劇
中
劇
的
性
格
が
強
い
。
小
題
の
「
源
平
花
合
戦
」
は
「
源
平
諾
い
く

さ
八
つ
る
ぎ
で
ん
」
に
よ
る
の
で
あ
ろ
う
。
熊
谷
敦
盛
組
討
の
件
り
は
、
僅
か

二
丁
程
で
あ
る
が
、
そ
の
中
に
文
弥
（
二
回
）
、
表
具
、
地
蔵
経
と
い
っ
た
説

経
文
弥
風
の
文
字
譜
が
多
用
さ
れ
る
点
に
、
禺
羽
座
系
曲
の
影
響
を
み
る
。
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

の
影
響
は
コ
帰
馬
軍
記
」
組
討
の
節
付
け
に
も
及
ん
で
い
る
よ
う
で
あ
る
。

　
「
源
平
花
合
戦
」
組
討
と
「
一
谷
鰍
軍
記
」
の
文
章
上
の
符
合
・
類
似
箇
所

の
う
ち
、
注
意
す
べ
き
も
の
を
左
に
掲
げ
る
（
双
方
が
野
駆
舞
曲
に
基
い
て
い

る
場
合
は
省
く
）
。

　
　
　
　
　
か
ら
め
　
　
つ
ね
も
ワ
あ
っ
も
り
か
た
め
　
　
す
ま
　
ち
ん
し
ょ

　
　
○
熊
谷
は
搦
手
の
経
盛
敦
盛
固
た
る
須
磨
の
陣
所
へ
心
向
ひ
。
若
木
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
っ
し
　
　
　
き
ら
　
　
い
ツ
し
　
　
　
き
る

　
　
　
桜
を
汝
が
陣
屋
。
…
…
一
枝
を
伐
ば
一
指
を
勇
べ
し
。
（
一
谷
初
）
○



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
ど
し
へ
n
）

　
　
　
此
若
木
こ
そ
小
桜
威
。
敦
盛
卿
に
な
ぞ
ら
へ
て
一
枝
は
つ
し
と
打
落

　
　
　
す
（
花
合
戦
）
（
敦
盛
の
首
を
桜
の
一
枝
に
な
ぞ
ら
え
る
符
合
）
。

　
　
○
（
熊
谷
が
）
駒
を
は
や
め
追
い
か
け
来
り
。
…
…
敦
盛
駒
を
引
返
せ
ば
。

　
　
　
（
一
谷
二
）
○
（
熊
谷
）
駒
を
は
や
め
て
う
た
せ
け
る
。
敦
盛
馬
を
引

　
　
　
返
し
。
（
花
合
戦
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
こ
　
　
よ
う
ひ
　
　
ち
り

　
　
○
再
思
ひ
け
ん
引
起
し
鎧
の
塵
を
打
は
ら
ひ
く
。
…
…
一
ト
先
．
震
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち
り

　
　
　
落
給
へ
（
一
谷
二
）
。
○
熊
谷
何
と
か
思
ひ
け
ん
取
．
て
引
立
鎧
の
塵

　
　
　
　
は
ら

　
　
　
打
払
ひ
く
早
々
落
さ
せ
給
へ
や
（
花
合
戦
）

　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）
　
　
　
う
ん
め
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
げ
す

　
　
○
連
も
睡
れ
ぬ
平
家
の
運
命
。
震
を
助
リ
行
先
キ
に
て
下
司
下
郎
の
手
に

　
　
　
か
・
り
。
死
恥
を
見
せ
ん
よ
り
早
く
御
身
が
手
に
か
け
て
。
（
一
谷

　
　
　
　
　
　
　
　
き
ゆ

　
　
　
二
）
。
○
漣
も
消
べ
き
命
そ
や
。
人
手
に
か
け
な
（
花
合
戦
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
さ

　
　
○
玉
織
の
な
き
か
ら
を
取
お
さ
め
。
（
】
谷
二
V
。
○
倶
に
骸
を
取
り
納
め
。

　
　
　
（
花
合
戦
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
さ
ご
　
　
　
　
　
　
た
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
ち

　
　
○
敦
盛
が
石
塔
（
　
谷
野
）
。
○
砂
か
き
寄
セ
塔
と
組
。
跡
の
印
。
も
朽
や

　
　
　
ら
で
。
（
花
合
戦
）
。

　
　
　
ま
つ
　
せ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
ち

　
　
○
末
世
末
代
敦
盛
と
。
剤
名
は
朽
ぬ
こ
が
ね
ざ
ね
。
（
一
谷
三
）
。
○
跡
の

　
　
　
　
　
く
ち

　
　
　
印
。
も
朽
や
ら
で
。
熊
谷
桜
花
咲
ぬ
身
は
桜
木
に
し
る
さ
れ
て
。
後
の

　
　
　
あ
は
れ

　
　
　
哀
と
成
に
け
る
。
（
花
合
戦
）
。

　
「
源
平
花
合
戦
」
僅
か
二
丁
に
、
コ
谷
鰍
軍
記
」
と
、
単
な
る
類
似
以
上
の

着
想
面
で
も
符
合
す
る
語
句
が
こ
れ
だ
け
多
く
含
ま
れ
る
か
ら
に
は
、
著
作
の

関
係
箇
所
が
、
と
も
に
立
作
者
並
木
宗
輔
の
手
に
な
る
こ
と
を
疑
う
余
地
は
ま

ず
な
い
で
あ
ろ
う
。＝

谷
徽
軍
記
』
と
浄
瑠
璃
の
先
行
作
品

　
前
記
の
如
く
「
源
平
花
合
戦
」
組
討
は
、
出
羽
座
の
「
源
平
重
い
く
さ
八
つ

る
ぎ
で
ん
」
の
影
響
下
に
生
ま
れ
た
が
、
作
者
は
一
場
の
主
題
な
い
し
構
成
に

お
い
て
、
古
浄
瑠
璃
「
八
つ
る
ぎ
で
ん
」
か
ら
の
直
接
的
踏
襲
を
避
け
、
「
八

つ
る
ぎ
で
ん
」
の
も
と
で
あ
る
黒
髪
舞
曲
「
敦
盛
」
に
全
面
的
に
依
拠
し
て
い

る
。
例
え
ば
、
「
我
子
も
小
次
郎
直
家
辿
同
じ
若
木
を
も
ち
つ
・
じ
。
色
も
香

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
め
も
ど
き

も
な
き
姿
を
も
花
な
き
。
里
の
梅
嫌
」
は
、
「
八
つ
る
ぎ
で
ん
」
に
該
当
旬
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
め
わ
ろ
　
く
ろ
　
な
さ
け
し

な
く
、
幸
若
舞
曲
の
「
か
ほ
ど
な
き
小
次
郎
、
眉
目
悪
く
色
黒
く
、
情
も
知
ら

　
あ
づ
ま
ゑ
び
す
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
も
　
　
　
　
ふ
び
ん

ぬ
東
夷
と
思
へ
共
、
我
子
と
思
へ
ば
不
便
也
。
」
の
近
世
文
語
訳
で
あ
る
。

　
作
者
は
し
か
も
、
こ
の
場
に
限
り
意
識
的
に
、
幸
若
舞
曲
の
み
に
依
拠
し
、

謡
曲
「
敦
盛
」
や
平
家
物
語
か
ら
の
語
句
引
用
を
あ
え
て
行
わ
な
い
。
謡
曲
と

重
な
る
の
は
、
不
用
意
に
用
い
た
と
思
わ
れ
る
「
浪
の
打
物
」
の
一
語
の
み
で

あ
る
。
「
軍
法
冨
士
見
西
行
」
全
体
と
し
て
は
、
大
序
が
西
行
の
ワ
キ
名
乗
り

で
始
ま
り
、
初
段
「
道
成
寺
」
、
二
段
目
「
西
行
桜
」
、
三
段
目
「
江
口
」
、
四

段
目
「
実
写
」
、
五
段
目
「
景
清
」
（
「
源
平
花
合
戦
」
の
雪
辱
）
と
、
各
段
が

謡
曲
に
基
い
て
構
想
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
「
源
平
花
合
戦
」
組
討

の
場
の
み
は
、
謡
曲
で
は
な
く
幸
若
舞
曲
一
本
で
い
こ
う
と
す
る
と
こ
ろ
に
、

並
木
雨
意
の
出
典
（
特
に
中
世
文
芸
）
へ
の
強
い
こ
だ
わ
り
が
み
ら
れ
る
。

　
作
者
は
こ
の
小
曲
で
、
幸
若
舞
曲
「
敦
盛
」
に
お
け
る
熊
谷
の
父
性
の
悲
哀

を
一
段
の
テ
ー
マ
と
し
た
。
し
か
し
、
十
四
行
前
の
掲
出
部
分
が
、
直
接
坐
込

舞
曲
の
文
章
に
よ
ら
ず
近
世
文
語
文
に
書
き
換
え
ら
れ
て
い
る
例
で
も
知
ら
れ

る
と
お
り
、
修
辞
面
で
必
ず
し
も
幸
若
舞
曲
に
依
拠
し
て
は
い
な
い
。
こ
の
点

に
つ
い
て
は
、
後
に
、
＝
谷
鰍
軍
記
」
の
幸
若
舞
曲
の
文
章
扱
い
と
あ
わ
せ

一
四
三



て
考
え
た
い
が
、
一
体
、
第
一
次
豊
竹
座
時
代
の
並
木
宗
輔
は
、
平
家
物
語
を

度
々
脚
色
し
な
が
ら
、
幸
若
舞
曲
と
接
触
す
る
こ
と
は
少
な
か
っ
た
。
並
木
宗

輔
の
み
な
ら
ず
、
近
松
没
後
の
竹
本
座
作
者
に
も
こ
の
傾
向
が
あ
っ
た
。
古
浄

瑠
璃
、
説
経
に
通
ず
る
、
幸
若
舞
曲
の
古
い
体
質
が
、
現
代
劇
作
家
の
興
味
を

喚
び
起
こ
さ
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
幸
若
舞
曲
に
、
「
源
平
花
合
戦
」

は
と
も
か
く
も
、
積
極
的
に
取
り
組
ん
だ
。
浄
瑠
璃
の
熊
谷
敦
盛
劇
の
出
発
点

で
あ
る
幸
若
舞
曲
に
、
意
識
的
に
立
脚
す
る
こ
と
で
、
並
木
宗
輔
は
、
十
七
世

紀
以
来
の
熊
谷
敦
盛
劇
へ
の
通
過
儀
礼
を
果
し
、
真
の
原
点
で
あ
る
平
家
物
語

と
対
峙
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

四

　
前
々
稿
「
「
組
討
」
「
陣
屋
」
と
平
家
物
語
」
に
お
け
る
コ
谷
鰍
軍
記
」
の

典
拠
と
し
て
の
幸
若
舞
曲
の
扱
い
は
、
「
留
意
す
る
」
と
い
う
形
で
、
不
徹
底

か
つ
粗
漏
で
あ
っ
た
。
こ
こ
に
改
め
て
コ
聯
弾
軍
記
」
熊
谷
敦
盛
関
係
で
、

幸
若
舞
曲
「
敦
盛
」
と
符
A
口
な
い
し
類
似
す
る
人
物
関
係
・
語
句
等
を
、
前
々

稿
に
挙
げ
た
も
の
も
含
め
て
掲
出
ま
た
は
言
及
し
、
引
用
本
文
も
、
『
幸
若
舞

曲
集
』
本
（
大
頭
左
兵
衛
本
）
か
ら
『
舞
の
本
』
（
新
日
本
古
典
文
学
大
系
）

本
に
変
え
、
前
掲
の
関
係
記
述
（
頁
行
詰
記
入
）
の
訂
正
を
行
な
い
た
い
。

　
　
㈲
設
定
や
人
物
関
係
・
着
想
等
に
関
わ
る
も
の

　
①
9
0
頁
上
、
敦
盛
の
妻
、
恋
人
関
係
。
1
2
行
目
の
「
前
者
は
一
応
除
外
し
」

の
八
字
を
削
り
代
り
に
以
下
の
文
を
挿
入
す
る
。
「
幸
若
舞
曲
は
、
四
部
合
戦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四
四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
ん
ぜ
っ
し

状
本
の
影
響
ま
た
は
同
根
の
伝
承
に
基
き
、
敦
盛
が
都
で
「
按
察
使
の
大
納
言

認
の
簾
が
野
・
＋
三
に
な
ら
せ
給
ひ
し
」
「
天
至
の
知
」
と
「
月
捲

　
く
わ
げ
ん
　
　
　
　
　
と
き
　
　
あ
っ
も
り
　
　
ふ
え
　
　
や
く
　
　
お
な
　
　
が
く
こ
　
　
　
　
　
こ
と
ひ

の
管
絃
の
有
し
時
、
敦
盛
は
笛
の
役
、
同
じ
楽
工
に
て
、
琴
弾
き
給
ひ
」
恋
仲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ
ひ
　
　
く
は
げ
ん

と
な
っ
た
こ
と
を
述
べ
る
。
コ
谷
鰍
軍
記
」
組
討
、
玉
織
姫
の
「
宵
の
管
絃

　
ふ
え
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
た
み

の
笛
の
時
後
チ
に
と
あ
り
し
御
壁
が
。
今
．
生
後
生
の
筐
か
や
。
」
の
典
拠
。
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
を
い
へ
　
　
は
し

　
②
9
4
下
、
1
3
・
1
4
　
相
模
の
造
形
は
、
幸
若
舞
曲
の
「
直
家
が
母
」
に
基
く
。

（「

ｩ
」
削
除
）
。

　
③
9
3
上
、
6
以
下
　
敦
盛
の
四
季
の
長
歌
は
幸
若
舞
曲
に
も
あ
る
。
但
し
長

門
本
「
さ
て
は
」
以
下
は
幸
若
舞
曲
に
な
し
。

　
④
9
3
上
、
1
3
以
下
　
幸
若
舞
曲
も
長
門
本
同
様
、
首
は
送
ら
ず
、
死
骸
の
み

送
る
（
長
門
本
の
「
わ
た
く
し
の
物
に
な
し
、
せ
め
て
思
の
」
以
下
は
幸
若
舞

曲
に
は
な
い
）
。

　
幸
若
舞
曲
「
敦
盛
」
は
、
熊
谷
、
敦
盛
双
方
の
家
族
関
係
を
、
詳
細
に
、
哀

れ
深
く
述
べ
る
こ
と
で
、
家
単
位
の
人
間
葛
藤
を
扱
う
近
世
戯
曲
、
浄
瑠
璃
に

決
定
的
な
影
響
を
与
え
た
。
⑳
全
体
に
わ
た
り
、
幸
若
舞
曲
が
介
在
す
る
こ
と

で
、
前
々
稿
で
示
唆
し
た
「
一
谷
鰍
軍
記
」
と
長
門
本
と
の
結
び
つ
き
が
弱
く

な
る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。

　
　
⑬
語
句
・
表
現
に
関
す
る
も
の

　
　
　
　
　
　
　
　
さ
ん
ぬ
る

　
①
8
8
下
、
1
5
　
「
去
六
日
」
（
一
谷
三
）
。
「
さ
ん
ぬ
る
七
日
（
幸
若
舞

曲
）
」

　
②
9
0
下
、
1
6
　
「
敦
も
り
其
日
の
出
立
に
は
。
」
（
一
谷
初
）
。
「
そ
の
日
の
御

し
や
う
そ
く

装
束
」
（
瞠
若
舞
曲
）
。
9
1
上
7
・
8
　
　
「
染
羽
の
矢
」
は
幸
臣
舞
曲
に
よ
る
。



（「

ｩ
」
削
除
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
さ
し

　
③
9
2
下
、
6
以
下
　
「
ま
さ
な
ふ
も
敵
に
…
…
斯
申
．
某
は
。
武
蔵
，
国
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
は
も
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
ぼ
　
　
め

住
人
」
（
一
谷
二
）
。
「
か
う
申
兵
を
、
い
か
な
る
者
と
思
し
召
す
。
武
蔵
の
国

　
ぢ
う
に
ん

の
住
人
、
…
…
ま
さ
な
く
も
、
敵
に
」
（
幸
若
舞
曲
）
。
1
3
行
目
に
、
こ
の
箇
所

を
謡
曲
「
経
盛
」
と
し
た
が
、
「
経
盛
」
ま
で
も
な
く
幸
心
舞
曲
で
よ
い
。
な

お
、
1
5
行
目
の
、
謡
曲
「
敦
盛
」
は
、
謡
曲
「
筐
敦
盛
」
の
誤
り
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
や
う
ぶ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
ま

　
④
9
2
下
、
1
6
以
下
　
「
勝
負
も
果
し
有
ラ
ざ
れ
ば
。
い
そ
ふ
れ
組
司
と
敦
盛

は
打
物
か
ら
り
と
投
ケ
給
へ
ば
…
両
馬
が
間
イ
に
ど
う
ど
謝
（
一
谷
二
）
。
「
副

　
　
　
せ
う
ぶ
　
　
　
　
　
よ
　
　
く
　
も
っ
と
も
　
　
た
が
　
う
ち

つ
れ
も
勝
負
見
え
ざ
れ
ば
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
寄
れ
、
組
ま
ん
尤
と
て
、
互
ひ
に
打
物
か
ら
り
と

す
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
ひ
　
　
　
　
　
　
お

捨
て
：
・
：
・
子
馬
の
間
に
と
う
ど
落
つ
る
。
」
（
瞠
若
舞
曲
）
（
新
大
系
は
「
が
ら

り
」
須
田
悦
生
毛
編
『
寛
永
版
　
舞
の
本
』
に
よ
り
濁
点
な
し
と
み
る
）
。

　
　
　
　
　
　
　
よ
う
ひ
　
ち
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち
り

　
⑤
9
3
下
、
7
　
「
鎧
の
塵
を
打
は
ら
ひ
く
（
一
谷
二
）
。
「
取
て
引
立
塵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
　
　
　
　
　
ひ
　
　
　
　
た
て
ま
つ
　
　
よ
う
ひ
　
　
　
　
　
　
　
ち
り
　
　
　
　
は
ら

打
払
ひ
」
（
一
谷
三
）
。
「
取
っ
て
断
つ
立
奉
り
、
鎧
に
付
た
る
塵
う
ち
払
ひ
」

（
幸
若
舞
曲
）
8
行
目
の
（
謡
曲
「
経
町
」
）
は
削
除
。

　
⑥
9
3
下
、
1
2
以
下
　
「
熊
谷
こ
そ
敦
盛
を
組
敷
キ
な
が
ら
助
．
る
は
ニ
タ
心
に

極
り
し
と
」
（
　
谷
三
）
。
こ
の
件
り
は
も
と
は
雪
国
舞
曲
だ
が
、
直
接
に
は
一

三
九
頁
に
述
べ
た
「
大
原
問
答
」
に
よ
る
。
1
5
行
目
の
長
門
本
を
挙
げ
る
ま
で

も
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ
そ
ほ

　
⑦
9
3
下
、
1
8
　
「
玉
の
様
な
る
御
粧
ひ
。
」
（
↓
谷
二
）
。
「
花
の
や
う
な
る

若
君
を
」
（
幸
若
舞
曲
）
。

⑧
9
4
上
、
2
0
　
母
衣
に
関
す
る
記
述
は
、
流
布
本
、
盛
衰
記
に
確
か
に
あ
る

が
、
具
体
的
に
は
舞
の
本
の
挿
画
や
、
須
磨
寺
の
什
物
、
敦
盛
の
首
を
包
ん
だ

保
呂
衣
な
ど
が
形
象
化
に
つ
な
が
る
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ
く

　
⑨
9
5
上
、
2
　
「
御
下
を
能
見
奉
れ
ば
。
」
（
一
谷
三
）
。
今
若
大
頭
左
兵
衛

本
（
『
幸
若
舞
曲
集
』
）
に
「
御
か
ほ
を
見
た
て
ま
つ
れ
ば
。
」
『
舞
の
本
』
は

　
　
さ
う
が
う
　
　
　
　
た
て
ま
つ

「
御
相
好
を
見
奉
る
に
」
。
9
・
1
0
行
目
謡
曲
「
瀬
戸
」
は
削
除
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
び
と

　
⑩
9
5
上
1
3
の
次
に
追
加
。
「
早
首
取
よ
熊
谷
」
二
谷
三
∀
。
「
は
や
受
取
れ
や
、

く
ま
が
へ

熊
谷
よ
。
」
（
幸
若
舞
曲
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
た
う
　
　
を
も
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
い
か
い

　
⑪
9
5
下
1
の
前
に
追
加
。
「
父
は
波
涛
へ
赴
き
給
ひ
。
」
（
一
谷
二
）
。
「
四
湖

　
は
た
う
　
　
を
も
む

の
波
涛
に
赴
き
給
ふ
。
」
（
幸
若
舞
曲
）

　
語
句
．
表
現
に
関
し
て
は
、
「
一
谷
鰍
軍
記
」
の
右
に
挙
げ
た
箇
所
が
、
全

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
ん
ぬ
る

て
幸
若
舞
曲
に
よ
る
と
特
定
で
き
る
訳
で
は
な
い
。
最
初
に
挙
げ
た
「
去
」

　
　
　
　
　
　
　
　
は
た
う
　
　
　
を
も
む

に
せ
よ
、
最
後
の
「
波
涛
」
「
赴
き
」
に
せ
よ
、
単
語
自
体
平
家
物
語
に
多
く

の
用
例
が
あ
る
。
幸
若
舞
曲
か
ら
の
文
章
面
の
摂
取
は
、
文
章
の
ほ
ん
の
一
部
、

ご
く
短
い
語
句
の
み
を
取
っ
て
い
る
場
合
が
多
い
。
そ
れ
は
幸
若
舞
曲
「
敦

盛
」
の
文
体
的
特
色
を
必
ず
し
も
必
要
と
し
な
い
次
元
に
お
け
る
語
句
の
採
用

へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
ゴ

で
あ
る
と
い
．
揺
る
。
幸
若
舞
曲
の
「
敦
盛
」
に
は
、
「
も
の
・
あ
は
れ
を
留
め

　
　
　
　
　
　
　
　
あ
っ
も
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
チ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
ん

し
は
…
…
無
官
の
太
夫
敦
盛
に
て
、
も
の
・
あ
は
れ
を
留
め
た
り
。
」
「
御
運
の

す
ゑ
　
　
か
な
　
　
　
　
　
　
　
　
　
わ
か
　
　
ら
う

末
の
悲
し
さ
は
」
「
若
上
膜
の
悲
し
さ
は
」
「
あ
ら
い
た
は
し
や
、
敦
盛
」
（
約

　
　
　
　
　
む
ざ
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
つ
、

六
回
）
「
あ
ら
無
残
や
、
直
家
」
「
是
は
、
夢
か
や
、
現
か
と
、
　
一
度
に
わ
っ
と

さ
け
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　
　
　
な
み
だ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
ま

叫
ば
れ
し
を
、

　
　
　
　
　
　
物
に
よ
く
く
た
と
ふ
れ
ば
」
「
落
つ
る
涙
の
隙
よ
り
も
」
と

い
っ
た
、
説
経
・
古
浄
瑠
璃
に
通
ず
る
古
風
か
つ
卑
俗
な
感
傷
的
表
現
が
非
常

『一

J
漱
軍
記
』
と
浄
瑠
璃
の
先
行
作
品

一
四
五



に
多
い
。
そ
の
よ
う
な
幸
若
舞
曲
「
敦
盛
」
の
文
章
上
の
特
色
は
、
コ
谷
鰍

軍
記
」
の
引
用
箇
所
に
は
全
く
み
ら
れ
な
い
。
「
一
谷
鰍
軍
記
」
の
文
章
の
格

調
を
落
と
す
恐
れ
が
あ
る
、
そ
の
種
の
表
現
を
、
作
者
は
こ
と
ご
と
く
排
除
し

て
い
る
。
例
え
ば
、
「
早
聴
取
よ
熊
谷
」
は
、
熊
谷
物
語
の
中
で
の
敦
盛
の
こ

と
ば
、
即
ち
間
接
話
法
で
あ
る
ゆ
え
に
、
舞
曲
に
基
く
類
型
的
な
言
い
ま
わ
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
び
と
　
　
　
ロ
　
　
　
　
　
　

が
採
用
さ
れ
る
が
、
そ
の
場
合
も
、
「
は
や
首
取
れ
や
熊
谷
よ
」
と
い
う
説
経

　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

調
の
卑
俗
な
七
五
調
を
避
け
て
、
文
語
文
の
基
本
型
に
落
ち
つ
か
せ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
う
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ざ
う
し

幸
若
舞
曲
の
「
上
の
山
に
は
九
郎
御
曹
司
」
を
、
近
松
の
「
大
原
問
答
」
に
よ

り
、
源
氏
物
語
以
来
の
謡
曲
表
現
「
う
し
ろ
の
山
」
に
変
え
て
い
る
こ
と
は
前

述
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
並
木
宗
輔
は
、
「
源
平
花
合
戦
」
の
み
な
ら
ず
、
「
一
谷
鰍
軍
記
」
で
も
、
幸

若
舞
曲
か
ら
多
く
の
摂
取
を
行
な
っ
た
が
、
文
章
面
に
関
し
て
い
え
ば
、
そ
れ

は
、
幸
若
舞
曲
「
敦
盛
」
の
文
体
を
生
か
す
方
向
で
は
な
く
、
平
家
物
語
の
文

体
と
謡
曲
的
表
現
に
よ
る
、
中
世
古
典
美
の
統
一
を
損
な
わ
ぬ
限
り
に
お
い
て

の
摂
取
で
あ
っ
た
。

五

　
幸
若
舞
曲
に
関
連
し
て
、
前
々
稿
に
お
け
る
長
門
本
関
係
の
記
述
に
訂
正
補

足
を
加
え
る
。

　
前
々
稿
で
、
幸
若
舞
曲
の
本
文
検
討
不
十
分
ゆ
え
に
、
長
門
本
に
よ
る
と
考

え
た
も
の
、
㈲
①
㈹
③
の
一
部
、
及
び
側
⑥
を
除
き
、
前
々
稿
9
4
頁
1
1
行
目
以

一
四
六

　
　
じ
ゅ
ん
ゑ
ん
ぎ
ゃ
く
　
　
と
も
　
　
ぼ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
）

下
「
順
縁
逆
縁
倶
に
菩
提
」
も
、
全
面
一
致
す
る
近
世
の
用
例
が
あ
る
の
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ

省
く
。
そ
の
上
で
、
長
門
本
と
の
つ
な
が
り
を
示
唆
す
る
件
り
は
、
前
里
3
頁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

の
林
住
家
の
段
に
お
け
る
花
と
歌
の
応
酬
を
含
め
、
五
、
六
箇
所
前
後
あ
る
が
、

そ
れ
ら
が
長
門
本
か
ら
「
一
谷
鰍
軍
記
」
へ
の
影
響
関
係
を
確
定
で
き
る
決
め

手
に
は
な
ら
な
い
。
＝
谷
嫌
軍
記
」
以
外
の
並
木
宗
輔
の
作
品
「
義
経
千
本

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
や
う
が
ん
　
　
　
　
は
い

桜
」
ニ
ノ
切
で
「
（
知
盛
が
安
徳
天
皇
の
）
竜
顔
を
。
拝
し
申
せ
ば
お
と
な
し

き
。
」
と
あ
る
の
が
、
長
門
本
「
せ
ん
て
い
御
と
し
の
ほ
と
よ
り
も
お
と
な
し

く
」
と
符
合
す
る
こ
と
、
並
木
宗
輔
が
大
坂
の
浄
瑠
璃
作
者
と
な
る
以
前
に
、

備
後
三
原
成
就
寺
の
僧
と
し
て
長
門
本
流
布
圏
内
に
居
た
こ
と
、
長
門
本
に
み

え
る
土
佐
足
摺
岬
（
金
剛
福
寺
）
の
補
陀
落
渡
海
説
話
を
宗
輔
が
知
っ
て
い
た

　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

可
能
性
が
あ
る
こ
と
、
文
化
三
年
序
の
浄
瑠
璃
評
注
書
『
瑠
璃
天
狗
』
に
長
門

本
が
引
か
れ
て
い
る
こ
と
、
コ
谷
鰍
軍
記
」
で
引
用
す
る
幸
若
舞
曲
の
語
句

に
長
門
本
及
び
謡
曲
「
経
盛
」
と
重
な
る
も
の
が
多
い
こ
と
は
、
何
ら
か
の
背

景
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
、
等
、
作
者
の
長
門
本
と
の
接

触
を
思
わ
せ
る
傍
証
は
、
い
く
つ
か
挙
げ
ら
れ
る
が
、
実
証
は
で
き
て
い
な
い
。

　
謡
曲
「
経
盛
」
と
の
関
係
も
右
に
記
す
如
く
、
前
々
稿
に
挙
げ
た
四
箇
所
の

う
ち
、
三
箇
所
は
幸
若
舞
曲
に
よ
る
と
、
一
応
見
る
べ
き
で
あ
る
。
但
し
「
経

盛
」
の
異
本
「
筐
敦
盛
」
（
前
々
稿
9
2
頁
下
1
5
行
目
〈
謡
曲
「
敦
盛
」
〉
は
く
謡

曲
「
筐
敦
盛
」
〉
の
誤
り
）
と
の
符
合
は
明
ら
か
で
あ
る
の
で
、
前
々
稿
0
0
頁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

上
1
6
行
目
に
＝
谷
鰍
軍
記
」
の
典
拠
と
し
て
挙
げ
た
「
「
筐
敦
盛
」
「
経
盛
」
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）

は
、
「
「
筐
敦
盛
」
な
い
し
「
経
盛
」
異
本
」
と
訂
正
す
る
。

　
次
に
同
趣
上
1
5
1
6
行
目
、
作
者
が
典
拠
と
し
た
平
家
物
語
「
流
布
本
、
盛
衰



記
、
中
院
本
、
長
門
本
」
の
う
ち
、
中
院
本
に
つ
い
て
は
、
9
4
頁
下
1
・
2
行

目
引
用
部
分
の
、
＝
谷
鰍
軍
記
」
「
組
討
」
段
切
り
と
の
関
係
は
か
な
り
明
確

で
あ
り
、
9
5
頁
上
掲
出
の
二
箇
所
も
留
意
さ
れ
る
。
古
活
字
本
の
入
手
は
容
易

で
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
浄
瑠
璃
へ
の
転
向
者
を
多
く
出
し
た
と
い
わ
れ
る
八

坂
系
（
日
本
古
典
文
学
大
系
『
平
家
物
語
』
上
解
説
）
の
、
い
ず
れ
か
の
系
統

の
本
を
作
者
は
部
分
的
に
せ
よ
、
見
て
い
た
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

　
従
っ
て
前
々
稿
㎜
早
上
1
5
～
1
7
行
目
の
「
資
料
」
名
は
「
流
布
本
、
盛
衰
記
、

中
院
本
、
長
門
本
（
未
確
定
）
、
謡
曲
「
敦
盛
」
、
「
通
盛
」
、
「
筐
敦
盛
」
な
い

し
「
煙
出
」
の
異
本
、
幸
若
舞
曲
「
敦
盛
」
」
と
訂
正
す
る
。
勿
論
こ
の
「
資

料
」
に
、
後
述
の
鎌
倉
時
代
史
籍
『
吾
妻
鏡
』
や
熊
谷
直
実
の
伝
記
資
料
「
熊

谷
系
図
」
が
加
わ
る
。

mノ、

　
古
浄
瑠
璃
の
熊
谷
敦
盛
組
討
場
面
は
、
十
七
世
紀
前
半
に
属
す
る
「
こ
あ
っ

も
り
」
か
ら
、
十
八
世
紀
初
頭
の
「
源
平
黒
い
く
さ
八
つ
る
ぎ
で
ん
」
ま
で
、

幸
若
舞
曲
の
継
承
に
基
本
線
を
お
い
て
き
た
。
詰
軍
舞
曲
の
「
敦
盛
」
は
、
平

家
物
語
の
読
み
本
系
に
立
つ
語
り
物
で
、
熊
谷
、
敦
盛
双
方
の
家
族
関
係
を
詳

細
に
述
べ
、
中
で
も
熊
谷
が
、
我
が
子
小
次
郎
を
今
朝
の
闘
い
で
討
死
さ
せ
た

（
行
方
不
明
）
悲
し
み
を
、
敦
盛
へ
の
思
い
と
重
ね
合
せ
る
と
こ
ろ
に
特
色
が

あ
る
。
た
だ
平
家
物
語
諸
本
に
も
小
次
郎
の
討
死
や
行
方
不
明
を
扱
う
も
の

（
百
二
十
句
本
、
城
方
〈
国
民
文
庫
〉
本
）
は
あ
る
。

＝
谷
撤
軍
記
』
と
浄
瑠
璃
の
先
行
作
品

　
平
家
物
語
・
幸
若
舞
曲
以
来
の
熊
谷
敦
盛
諦
の
大
筋
に
、
小
次
郎
が
（
偶
然

で
あ
る
が
）
敦
盛
の
身
替
り
に
父
熊
谷
の
手
に
か
か
る
、
と
い
う
改
変
を
加
え

た
の
が
、
古
浄
瑠
璃
末
期
の
「
源
平
花
い
く
さ
八
つ
る
ぎ
で
ん
」
（
な
い
し
こ

れ
に
先
行
す
る
歌
舞
伎
狂
言
）
で
あ
る
。
即
ち
平
家
物
語
「
敦
盛
」
諜
の
骨
格

を
変
え
る
近
世
演
劇
的
趣
向
化
が
始
ま
る
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
舞
曲
・
謡
曲

を
継
承
し
た
古
浄
瑠
璃
の
近
世
化
の
動
向
、
例
え
ば
、
原
道
生
母
が
「
大
悟
冠

ノ
ー
ト
ー
近
松
以
前
」
（
『
近
松
論
集
』
六
）
で
跡
づ
け
た
古
浄
瑠
璃
大
職
冠

物
の
展
開
の
中
で
、
宝
永
五
（
一
七
〇
八
）
年
以
前
（
実
際
に
は
元
禄
後
期

～
宝
永
前
期
か
）
成
立
の
、
江
戸
土
佐
少
橡
「
遊
女
源
平
全
盛
競
」
に
、
正
徳

元
（
一
七
一
一
）
年
の
近
松
「
大
和
冠
」
に
さ
き
が
け
て
、
面
向
不
背
の
玉
の

実
体
の
有
無
が
戯
画
化
さ
れ
た
形
で
扱
わ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
を
併
せ
て
考
え

る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
「
源
平
花
い
く
さ
八
つ
る
ぎ
で
ん
」
で
、
熊
谷
敦
盛
組
討
讃
の
骨
格
を
崩
す

改
変
が
行
わ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
以
後
は
、
原
話
に
多
少
の
潤
色
を
施
す
程
度

の
脚
色
は
通
用
し
な
く
な
る
。
新
た
な
筋
を
作
り
出
す
た
め
に
、
趣
向
化
を
推

し
進
め
て
説
話
の
枠
組
み
を
解
体
さ
せ
る
か
、
し
か
ら
ず
ば
「
須
磨
都
源
平
邸

燭
」
の
如
く
、
熊
谷
敦
盛
を
「
世
界
」
レ
ベ
ル
に
棚
上
げ
し
て
、
敦
盛
に
仕
え

る
「
従
属
者
の
悲
劇
」
の
「
趣
向
」
作
り
に
専
念
す
る
（
二
段
目
）
か
。
し
か

し
「
須
磨
都
源
平
郷
戸
」
ニ
ノ
切
「
扇
屋
熊
谷
」
は
、
従
属
者
の
悲
劇
と
し
て

も
成
功
し
て
い
な
い
。
扇
屋
親
子
の
献
身
の
相
手
が
是
非
平
家
物
語
の
敦
盛
で

な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
理
由
は
な
く
、
あ
の
場
に
熊
谷
が
登
場
す
る
必
然
性
も
な
い
。

　
他
方
、
人
口
に
槍
表
し
た
熊
谷
敦
盛
組
討
そ
の
も
の
は
、
「
須
磨
都
源
平
騨

一
四
七



燭
」
で
は
他
の
登
場
人
物
に
原
話
の
場
面
を
遠
く
か
ら
見
せ
る
形
を
と
る
（
四

段
目
）
。
観
客
側
に
あ
る
原
話
再
現
へ
の
期
待
に
、
劇
中
劇
的
な
消
極
的
手
法

で
応
え
た
の
で
あ
る
。

　
延
享
二
年
「
軍
法
冨
士
見
西
行
」
で
も
、
五
段
目
「
源
平
花
合
戦
」
に
、
劇

中
劇
的
な
組
討
の
場
が
配
さ
れ
た
。
「
軍
法
冨
士
見
西
行
」
全
曲
中
に
お
け
る

こ
の
場
の
比
重
は
大
き
く
な
い
が
、
並
木
訳
出
は
「
源
平
花
合
戦
」
執
筆
に
当

り
、
浄
瑠
璃
熊
谷
敦
盛
劇
の
出
発
点
で
あ
る
幸
若
舞
曲
「
敦
盛
」
を
十
分
吟
味

す
る
機
会
を
得
た
。
そ
の
結
果

　
○
平
家
物
語
「
敦
盛
」
組
討
場
面
に
は
、
原
話
の
ま
ま
で
も
、
時
代
を
越
え

　
　
て
感
銘
を
与
え
る
も
の
が
あ
る
。

　
○
し
か
し
近
世
戯
曲
の
立
場
か
ら
は
、
幸
若
舞
曲
の
家
庭
劇
的
要
素
は
不
可

　
　
欠
で
あ
り
、
も
し
熊
谷
敦
盛
劇
を
正
面
か
ら
取
り
上
げ
る
の
で
あ
れ
ば
、

　
　
「
源
平
花
い
く
さ
八
つ
る
ぎ
で
ん
」
の
身
替
り
の
趣
向
も
無
視
で
き
な
い
。

　
○
だ
が
幸
若
舞
曲
と
そ
の
系
列
に
立
つ
古
浄
瑠
璃
、
及
び
竹
本
座
の
「
須
磨

　
　
都
源
平
騨
燭
」
で
は
、
原
話
即
ち
平
家
物
語
の
熊
谷
敦
盛
諦
の
重
要
な
一

　
　
面
が
見
落
と
さ
れ
て
い
る
。
坂
東
武
者
熊
谷
が
我
子
と
同
年
輩
の
美
し
い

　
　
若
武
者
敦
盛
を
心
な
ら
ず
も
討
つ
悲
哀
、
と
い
う
人
情
物
語
の
側
面
の
み

　
　
を
見
、
こ
の
物
語
な
い
し
事
件
が
、
平
家
物
語
の
語
る
歴
史
の
一
コ
マ
で

　
　
あ
る
こ
と
を
見
落
と
し
て
い
る
。
ま
ず
平
家
物
語
「
敦
盛
」
と
そ
の
背
景

　
　
の
史
料
を
正
し
く
把
握
す
る
必
要
が
あ
る
。

と
の
結
論
を
得
て
、
作
者
の
中
で
本
格
的
な
熊
谷
敦
盛
劇
の
方
法
が
模
索
さ
れ

つ
つ
あ
っ
た
。

七

一
四
八

　
古
浄
瑠
璃
、
十
七
世
紀
末
の
熊
谷
敦
盛
組
討
劇
に
お
い
て
、
幸
若
舞
曲
「
敦

盛
」
、
謡
曲
「
敦
盛
」
、
流
布
本
平
家
物
語
、
源
平
盛
衰
記
の
引
用
に
よ
る
作
文

方
式
は
既
に
確
立
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
四
書
が
＝
谷
鰍
軍
記
」
の
典
拠
と
し

て
も
四
本
柱
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
が
、
古
浄
瑠
璃
と
「
一
谷
鰍
軍

記
」
と
で
典
拠
の
扱
い
方
に
大
き
な
相
違
が
あ
る
。

　
ま
ず
十
八
世
紀
中
期
の
＝
語
誌
軍
記
」
に
と
っ
て
、
こ
の
四
書
は
幸
若
舞

曲
ま
で
含
め
、
と
も
か
く
も
中
世
文
芸
と
認
識
さ
れ
る
古
典
で
あ
る
が
、
十
七

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
）

世
紀
中
期
頃
の
作
者
に
は
、
盗
難
舞
曲
は
古
典
と
は
必
ず
し
も
言
い
き
れ
な
い
。

流
布
本
平
家
物
語
、
盛
衰
記
で
す
ら
、
十
七
世
紀
中
期
ま
で
は
、
古
典
と
し
て

の
側
面
と
と
も
に
、
数
あ
る
戦
国
軍
記
同
様
、
戦
さ
物
語
と
し
て
の
実
用
性
、

現
代
性
が
生
き
て
い
た
と
い
え
る
。

　
古
浄
瑠
璃
自
体
の
中
世
的
体
質
が
薄
れ
る
と
と
も
に
、
古
典
文
学
と
し
て
の

平
家
物
語
や
謡
曲
の
意
味
が
と
ら
え
直
さ
れ
る
の
が
、
延
宝
期
の
加
賀
橡
の
語

り
物
に
お
い
て
で
あ
り
、
近
松
の
熊
谷
敦
盛
劇
「
大
原
問
答
」
に
そ
の
一
つ
の

結
実
を
み
る
。
「
大
原
問
答
」
第
一
の
熊
谷
関
係
は
、
流
布
本
巻
九
「
】
二
の

か
け懸
」
と
「
敦
盛
」
を
そ
の
基
本
に
置
き
そ
の
上
に
盛
衰
記
、
無
界
舞
曲
、
謡
曲
、

幸
若
舞
曲
と
、
リ
レ
ー
式
に
一
ま
と
ま
り
つ
つ
は
め
こ
み
、
な
い
し
上
乗
せ
し

て
い
く
方
式
で
あ
る
。
但
し
鷲
谷
が
敦
盛
を
組
み
敷
い
て
か
ら
は
、
流
布
本
と

幸
若
舞
曲
に
依
り
な
が
ら
、
美
し
い
近
世
古
文
に
書
き
直
さ
れ
、
コ
至
言
軍



記
」
組
討
に
も
影
響
を
与
え
て
い
る
。
「
大
原
問
答
」
で
は
、
流
布
本
平
家
物

語
の
古
典
的
好
情
美
が
、
直
接
間
接
に
摂
取
の
対
象
と
な
っ
た
と
い
え
る
。

　
コ
谷
鰍
軍
記
」
組
討
（
二
段
目
）
及
び
組
討
物
語
（
三
ノ
切
）
で
は
、
古

浄
瑠
璃
諸
作
と
共
通
の
流
布
本
、
盛
衰
記
、
幸
若
舞
曲
「
敦
盛
」
、
謡
曲
「
敦

盛
」
に
加
え
、
八
坂
本
平
家
物
語
、
謡
曲
「
通
馬
」
、
謡
曲
「
筐
敦
盛
」
な
い

し
「
経
盛
」
の
異
本
、
可
能
性
と
し
て
は
長
門
本
平
家
物
語
等
の
中
世
古
典
文

芸
が
典
拠
と
し
て
用
い
ら
れ
る
。
他
方
近
世
の
、
先
行
す
る
浄
瑠
璃
の
扱
い
は
、

ま
ず
作
者
自
身
の
旧
作
（
「
義
経
新
含
状
」
を
含
む
）
は
自
在
に
活
用
す
る
が
、

古
浄
瑠
璃
、
他
の
作
者
の
浄
瑠
璃
に
つ
い
て
は
、
着
想
上
の
ヒ
ン
ト
は
得
て
も

（「

ｹ
平
添
い
く
さ
八
つ
る
ぎ
で
ん
」
な
ど
）
、
典
拠
と
し
て
語
句
を
直
接
引
用

摂
取
す
る
こ
と
は
、
原
則
と
し
て
、
し
な
い
。
但
し
近
松
門
左
衛
門
の
作
品
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
8
）

限
っ
て
は
、
例
外
的
に
「
大
原
問
答
」
な
ど
典
拠
に
準
じ
た
扱
い
が
な
さ
れ
て

い
る
が
、
そ
れ
は
こ
の
近
松
作
品
が
、
幸
若
舞
曲
以
上
に
、
中
世
古
典
の
理
念

に
近
い
と
み
な
さ
れ
た
か
ら
で
、
基
本
線
と
し
て
は
近
世
の
作
品
か
ら
語
句
摂

取
は
避
け
て
い
る
の
で
あ
る
。
作
者
は
同
じ
作
品
の
忠
度
劇
、
ニ
ノ
切
「
林
住

家
の
段
」
で
は
、
「
須
磨
都
源
平
跡
燭
」
の
文
章
を
大
幅
に
用
い
、
平
家
物
語

や
謡
曲
の
文
章
に
直
接
依
拠
し
な
い
よ
う
に
配
慮
し
た
。
熊
谷
敦
盛
劇
と
忠
度

劇
と
で
、
中
世
文
芸
と
近
世
の
作
品
に
対
す
る
作
者
の
扱
い
は
、
明
ら
か
な
対

照
を
な
す
。
熊
谷
敦
盛
組
討
劇
を
、
複
数
の
平
家
物
語
と
謡
曲
、
及
び
幸
若
舞

曲
と
い
う
中
世
文
芸
の
み
を
用
い
て
、
再
構
成
し
よ
う
と
努
め
る
作
者
の
姿
勢

は
、
あ
る
明
確
な
意
図
に
基
く
も
の
と
い
え
る
。

　
「
一
谷
鰍
軍
記
」
の
作
者
は
、
「
大
原
問
答
」
の
ご
と
く
、
平
家
物
語
等
か
ら

＝
谷
嫌
軍
記
』
と
浄
瑠
璃
の
先
行
作
品

文
章
を
一
件
り
つ
つ
取
っ
て
は
め
こ
み
、
一
部
近
世
的
に
書
き
直
す
と
い
う
作

文
方
式
を
と
ら
な
い
。
前
々
稿
で
も
述
べ
た
と
お
り
、
複
数
の
平
家
物
語
、
謡

曲
と
幸
若
舞
曲
等
中
世
文
芸
の
語
句
を
細
か
く
分
解
し
、
再
編
成
す
る
こ
と
に

よ
り
、
も
う
一
つ
の
平
家
物
語
を
組
み
立
て
て
い
く
。
そ
れ
は
勿
論
、
擬
古
文

を
作
る
こ
と
で
は
な
く
、
ま
た
例
え
ば
謡
曲
「
清
経
」
が
、
「
平
家
物
語
の
読

み
込
み
と
そ
の
解
釈
を
交
え
て
作
ら
れ
た
も
う
一
つ
の
『
平
家
物
語
』
」
（
伊
藤

正
義
「
清
経
」
解
題
。
新
潮
古
典
集
成
『
謡
曲
集
』
）
で
あ
る
と
さ
れ
る
の
と

も
、
意
味
あ
い
を
異
に
す
る
。

　
コ
谷
鰍
軍
記
」
で
「
も
う
一
つ
の
平
家
物
語
」
と
い
う
時
、
そ
れ
は
文
学

で
あ
る
以
上
に
、
歴
史
と
し
て
の
平
家
物
語
を
さ
す
。
平
家
物
語
諸
本
、
及
び

文
学
形
式
と
し
て
は
一
向
に
歴
史
文
学
ら
し
か
ら
ぬ
謡
曲
、
幸
若
舞
曲
ま
で
も

含
め
、
多
種
多
様
の
中
世
文
芸
資
料
が
、
「
「
一
谷
嫌
軍
記
」
孜
」
で
実
地
踏
査

に
基
く
考
証
を
行
な
っ
た
、
須
磨
寺
と
そ
の
周
辺
の
遺
品
遺
跡
－
若
木
の
桜
、

青
葉
の
笛
、
若
木
桜
制
札
、
敦
盛
の
霊
が
建
て
た
と
さ
れ
る
須
磨
の
浜
の
石
塔
、

「
後
の
山
」
等
の
非
文
芸
資
料
と
と
も
に
、
史
料
と
し
て
捉
え
直
さ
れ
た
所
に
、

古
浄
瑠
璃
や
「
須
磨
都
源
平
郷
燭
」
と
は
全
く
異
る
「
一
谷
鰍
軍
記
」
の
方
法

が
あ
．
つ
た
。八

　
平
家
物
語
を
歴
史
書
と
み
な
し
た
場
合
、
流
布
本
平
家
物
語
と
源
平
盛
衰
記

の
、
熊
谷
敦
盛
に
関
す
る
い
く
つ
か
の
相
違
点
は
、
元
に
な
る
史
料
の
違
い
に

一
四
九



帰
結
す
る
の
だ
ろ
う
か
、
と
も
か
く
、
単
純
に
一
方
が
正
し
く
、
他
方
が
誤
り
、

と
い
う
風
に
は
決
め
ら
れ
な
い
、
と
作
者
は
考
え
る
。

　
鎌
倉
幕
府
の
史
書
と
し
て
重
ん
じ
ら
れ
て
き
た
『
吾
妻
鏡
』
寿
永
三
年
二
月

の
「
合
戦
の
記
録
」
（
二
月
十
五
日
条
）
で
は
、
一
谷
合
戦
で
討
ち
取
っ
た
平

家
の
武
将
の
中
に
「
敦
盛
」
（
二
月
七
日
の
条
、
大
夫
敦
盛
）
の
名
が
み
え
る

も
の
の
、
誰
に
ど
の
よ
う
に
し
て
討
た
れ
た
と
も
一
切
書
か
れ
て
い
な
い
。
平

家
物
語
「
敦
盛
」
と
、
『
吾
妻
鏡
』
の
「
合
戦
の
記
録
」
と
の
落
差
は
何
に
基

づ
く
か
。

　
『
吾
妻
鏡
』
に
は
、
熊
谷
直
実
に
関
し
、
治
承
四
年
（
八
月
二
十
三
日
石
橋

山
合
戦
）
以
来
比
較
的
多
く
の
記
述
が
あ
る
。
寿
永
三
年
二
月
七
日
、
熊
谷
父

子
｝
谷
先
陣
の
こ
と
、
小
次
郎
直
家
が
疵
を
被
る
こ
と
も
記
さ
れ
て
い
る
が
、

敦
盛
と
の
関
係
は
全
く
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。
建
久
三
年
十
一
月
二
十
五
日
条
、

久
下
直
光
と
の
境
争
論
で
頼
朝
の
裁
許
に
不
満
を
表
わ
し
出
家
し
た
記
事
や
、

承
元
二
年
九
月
十
四
日
直
実
入
道
終
焉
の
こ
と
（
十
月
二
十
一
日
条
）
は
よ
く

知
ら
れ
て
お
り
、
作
者
も
熟
知
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
。

　
コ
谷
嫌
軍
記
」
の
熊
谷
次
郎
直
実
は
、
「
北
面
同
然
の
武
士
」
で
あ
っ
た

「
佐
竹
次
郎
」
時
代
に
相
模
と
「
大
内
に
て
不
義
顕
は
れ
」
、
処
罰
さ
れ
る
と
こ

ろ
、
藤
の
局
の
情
で
密
か
に
逃
れ
、
「
東
へ
下
り
」
武
功
に
よ
り
「
武
蔵
国
の

住
人
志
の
党
の
籏
頭
熊
谷
次
郎
直
実
と
人
も
知
っ
た
侍
」
と
な
っ
た
。
熊
谷
直

実
が
北
面
の
武
士
で
、
過
ち
を
犯
し
て
都
落
ち
し
た
こ
と
は
、
平
家
物
語
に
は

勿
論
、
『
吾
妻
鏡
』
に
も
記
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
は
『
文
楽
浄
瑠
璃
集
』
蹴

頁
注
（
及
び
補
注
）
に
あ
る
と
お
り
、
直
実
の
祖
父
熊
谷
盛
方
が
北
面
の
武
士

「
五
〇

で
、
勅
勘
を
蒙
り
、
父
直
貞
の
時
武
州
に
下
っ
た
と
す
る
「
熊
谷
系
図
」
の
記

載
を
取
り
入
れ
た
も
の
で
あ
る
。
で
は
、
旧
名
佐
竹
次
郎
は
何
に
よ
っ
た
か
。

こ
ち
ら
は
『
吾
妻
鏡
』
寿
永
元
年
（
治
承
六
年
）
六
月
五
日
条
に
、
熊
谷
次
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ケ
ン
ジ
ヤ
ウ

直
実
が
佐
竹
四
郎
追
討
に
武
功
を
顕
わ
し
、
頼
朝
か
ら
そ
の
勧
賞
に
熊
谷
郷

の
地
頭
職
を
与
え
ら
れ
た
、
と
す
る
条
か
ら
着
想
さ
れ
た
に
相
違
な
い
。
「
一

谷
嫌
軍
記
」
の
作
者
は
、
『
吾
妻
鏡
』
や
「
熊
谷
系
図
」
と
い
う
平
家
物
語
と

別
系
統
の
史
料
に
親
し
み
、
平
家
物
語
に
書
か
れ
ざ
る
事
実
へ
の
関
心
が
旺
盛

で
あ
っ
た
。

　
別
系
統
の
史
料
の
中
で
も
、
作
者
に
と
っ
て
敦
盛
・
熊
谷
ゆ
か
り
の
須
磨
寺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
9
）

に
残
る
「
寿
永
三
年
目
月
日
」
の
若
木
葛
桜
制
札
は
、
そ
の
不
可
解
な
文
言
が

平
家
物
語
に
も
『
吾
妻
鏡
』
に
も
載
せ
ら
れ
て
い
な
い
だ
け
に
、
寿
永
三
年
二

月
の
時
点
で
、
義
経
の
意
志
と
権
力
が
熊
谷
敦
盛
組
討
の
背
景
に
い
か
に
働
い

た
か
を
類
推
さ
せ
る
重
要
な
史
料
と
な
っ
た
。

　
平
家
物
語
に
書
か
れ
ざ
る
事
実
、
そ
の
事
が
か
か
え
込
む
歴
史
の
謎
に
対
す

る
、
作
者
並
木
宗
輔
の
関
心
は
、
最
終
作
品
コ
谷
鰍
軍
記
」
に
至
る
ま
で
に
、

様
々
の
変
化
を
遂
げ
て
き
た
。

　
「
義
経
千
本
桜
」
大
序
に
お
い
て
、
義
経
は
院
参
し
、
平
家
滅
亡
、
安
徳
帝

は
じ
め
知
盛
教
経
ら
の
入
水
の
次
第
を
物
語
り
、
大
内
記
が
こ
れ
を
日
次
に
書

き
留
め
る
。
し
か
し
知
盛
、
教
経
、
皿
盛
の
首
は
贋
物
で
、
安
徳
帝
を
含
め
四

人
は
生
存
し
て
い
た
。
こ
の
設
定
は
、
瀬
戸
内
地
方
の
平
家
生
存
伝
承
か
ら
み

て
少
し
も
奇
抜
で
は
な
い
。
と
い
う
よ
り
も
西
盛
生
存
説
は
源
平
盛
衰
記
に
記

さ
れ
、
教
経
の
死
の
時
期
に
関
し
て
は
平
家
物
語
と
『
吾
妻
鏡
』
で
齪
酷
が
あ



り
、
同
時
代
記
録
『
玉
葉
』
に
は
、
「
被
レ
渡
聖
業
中
、
於
司
教
経
一
者
一
定
現

存
云
々
。
」
（
寿
永
三
年
二
月
十
九
日
条
）
と
贋
首
説
が
み
え
る
。

　
こ
の
教
理
に
関
す
る
平
家
物
語
と
『
吾
妻
鏡
』
の
齪
齪
を
、
良
心
は
既
に
並

木
丈
助
と
の
合
作
「
那
須
与
市
西
海
硯
」
（
享
保
十
九
〈
一
七
三
四
〉
年
）
五

段
目
で
取
り
上
げ
、
弥
平
兵
衛
宗
清
が
、
八
島
に
お
い
て
那
須
与
市
に
、
一
谷

で
討
死
し
た
写
経
を
、
平
家
方
の
士
気
を
喪
失
さ
せ
干
た
め
に
生
存
の
如
く
見

せ
か
け
、
自
分
が
教
経
と
名
乗
っ
て
い
た
と
打
明
け
る
。
「
那
須
与
市
西
海
硯
」

は
、
八
島
合
戦
を
も
っ
て
源
平
合
戦
が
終
結
す
る
（
壇
浦
合
戦
が
な
い
）
点
で

「
義
経
千
本
桜
」
と
一
致
し
、
他
方
、
平
家
都
落
ち
に
続
き
義
経
が
入
京
し
、

木
曾
義
仲
の
存
在
が
省
か
れ
て
い
る
点
、
「
　
谷
嫌
軍
記
」
と
一
致
す
る
。
第

一
次
豊
竹
座
時
代
の
宗
輔
の
平
家
物
語
劇
と
し
て
重
要
な
作
品
で
あ
る
が
、
二

　
（
2
0
）
　
　
　
あ
“
ま
か
“
み
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
ろ
く

ノ
切
に
「
東
鑑
に
書
し
る
し
記
録
に
と
ゴ
め
て
く
だ
ん
せ
」
と
の
語
句
が
あ

り
、
五
段
目
の
聖
経
実
は
宗
清
の
設
定
と
対
応
さ
せ
て
み
る
と
、
作
者
の
『
吾

妻
鏡
』
と
い
う
「
記
録
」
、
及
び
平
家
物
語
、
『
吾
妻
鏡
』
の
齪
酷
に
対
す
る
関

心
の
強
さ
が
窺
わ
れ
る
。

　
「
那
須
与
市
西
海
硯
」
に
先
行
す
る
（
享
保
十
五
〈
↓
七
三
〇
〉
年
）
「
蒲
冠

者
藤
戸
合
戦
」
も
、
流
布
本
平
家
物
語
巻
十
の
構
想
を
ふ
ま
え
た
脚
色
で
、

「
義
経
千
本
桜
」
⊃
戸
綿
軍
記
」
へ
の
影
響
が
大
き
い
。
流
布
本
巻
十
で
は

佐
々
木
盛
綱
が
藤
戸
の
浅
瀬
を
教
え
た
浦
の
男
を
殺
す
が
、
源
平
盛
衰
記
で
は

男
を
殺
し
て
い
な
い
。
『
吾
妻
鏡
』
は
盛
綱
の
功
名
の
み
を
記
し
、
浦
人
は
登

場
し
な
い
。
「
蒲
冠
者
藤
戸
合
戦
」
の
筋
は
複
雑
で
、
、
盛
綱
は
平
家
方
の
漁
夫

藤
太
夫
に
傷
を
負
わ
せ
る
も
の
の
、
二
人
は
必
ず
し
も
敵
対
関
係
に
は
な
い
。

『
一
谷
嫌
軍
記
』
と
浄
瑠
璃
の
先
行
作
品

五
段
目
最
後
で
藤
太
夫
の
妻
子
が
海
に
沈
ん
だ
宝
剣
を
引
き
上
げ
、
盛
綱
が

　
　
　
　
お
ん
し
ゃ
う

「
鎌
倉
の
御
恩
賞
に
は
夫
（
藤
太
夫
）
の
な
き
跡
。
藤
戸
の
渡
り
を
平
地
に
し
。

　
　
る
　
ふ
　
　
し
ゃ
う
じ
や
　
　
た
て
　
　
　
　
　
　
き
ろ
く

仏
法
流
布
の
精
舎
を
建
。
末
代
記
録
に
と
、
・
め
ん
」
と
宣
言
す
る
。
浦
人
の

「
な
き
跡
」
を
弔
う
藤
戸
寺
（
実
際
は
合
戦
以
前
か
ら
あ
る
）
の
建
立
を
記
す

　
き
　
ろ
く
「
記
録
」
と
は
、
一
応
流
布
本
平
家
物
語
と
考
え
ら
れ
る
が
、
浦
人
を
殺
害
し

な
い
盛
衰
記
と
の
齪
齢
が
、
本
辞
の
複
雑
な
筋
立
て
を
生
ん
だ
。
さ
ら
に
「
藤

戸
の
渡
り
を
平
地
に
し
」
と
、
源
平
時
代
と
異
る
近
世
の
児
島
・
藤
戸
の
状
態

に
言
及
し
、
「
記
録
」
の
み
な
ら
ず
遺
跡
も
、
歴
史
的
事
件
発
生
当
時
と
異
る

姿
で
伝
わ
り
得
る
こ
と
に
注
意
を
向
け
て
い
る
。

　
並
木
宗
輔
が
第
一
次
豊
竹
座
時
代
末
期
寛
保
二
（
一
七
四
二
）
年
、
豊
竹
越

前
少
探
と
同
行
し
江
戸
肥
前
座
で
執
筆
し
た
「
石
橋
山
鎧
襲
」
で
は
、
「
上
が

俣
野
か
。
下
が
俣
野
か
」
で
名
高
い
暗
闘
の
組
討
が
描
か
れ
る
。
三
ノ
切
で
真

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
ま
れ

田
与
市
の
父
岡
崎
四
郎
義
実
が
、
俣
野
五
郎
と
の
組
討
に
向
う
与
市
に
、
「
誉

　
あ
ら
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
　
ろ
く
　
　
　
と
が

を
顕
は
し
。
父
が
名
迄
を
記
録
に
留
め
。
名
を
万
．
天
に
上
よ
く
。
」
と
励

す
。
「
記
録
」
と
は
源
平
盛
衰
記
で
あ
る
。

　
し
か
し
俣
野
は
岡
崎
四
郎
に
と
っ
て
は
娘
婿
で
あ
り
、
平
家
方
の
俣
野
は
、

源
氏
方
の
岡
崎
の
娘
で
あ
る
妻
小
田
巻
を
離
別
す
る
が
、
実
は
俣
野
自
身
、
頼

朝
に
心
を
寄
せ
、
わ
ざ
と
真
田
与
市
に
討
た
れ
る
つ
も
り
で
い
る
。
岡
崎
は
そ

れ
を
察
し
、
自
ら
真
田
与
市
と
名
乗
っ
て
娘
小
田
巻
に
討
た
れ
（
俣
野
を
組
敷

い
て
い
る
弟
与
市
〈
実
は
父
岡
崎
〉
を
、
小
田
巻
が
夫
を
助
け
る
た
め
に
斬

　
　
　
　
　
　
う
た
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
つ
　
　
ま
つ
だ
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
ち

る
）
、
『
貴
殿
に
垂
れ
名
を
上
さ
せ
。
末
世
末
代
俣
野
こ
そ
。
真
田
与
市
を
討
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
や
を
ん

ん
な
れ
と
。
そ
れ
を
せ
め
て
の
謝
恩
そ
や
」
と
打
明
け
、
娘
の
復
縁
を
頼
ん
で

一
五
一



死
ぬ
。
岡
崎
が
春
子
与
市
の
身
替
り
と
な
る
着
想
は
、
謡
曲
「
七
騎
落
」
の
岡

崎
の
言
葉
「
親
子
は
一
体
二
つ
の
命
」
（
元
禄
八
年
本
等
、
「
親
子
は
元
一
所
一

所
は
二
つ
の
命
」
〈
謡
曲
大
観
〉
）
に
よ
る
の
で
あ
ろ
う
。
頼
朝
は
岡
崎
と
俣
野

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
た
き

の
心
底
に
感
じ
、
俣
野
を
父
の
敵
と
は
や
る
与
市
に
「
ヤ
ァ
そ
れ
成
ル
若
者
敵

　
　
　
　
か
た
き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
た

と
は
誰
．
を
敵
。
イ
ヤ
サ
是
真
田
の
与
市
義
貞
は
。
ア
レ
あ
れ
な
る
俣
野
に
削
れ
。

せ
つ
き
　
　
い
の
ち
　
す
て
　
　
　
　
　
　
な
ん
ぢ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
け
ら
い

節
義
に
命
を
捨
た
る
ぞ
。
汝
は
名
も
な
き
頼
朝
が
家
来
。
今
よ
り
岡
崎
四
郎
と

　
の
り
　
　
　
　
　
お
こ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
い
ぜ
ん

名
乗
。
家
を
起
す
が
父
へ
の
追
善
。
心
へ
た
る
か
与
市
。
イ
や
岡
崎
四
郎
義
実

　
　
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
と
ば
　
　
　
　
　
　
　
ま
っ
せ
　
　
　
　
　
　
つ
た
　
　
　
　
　
ば
し
　
　
　
た
エ
か
い

と
。
理
に
て
つ
し
た
る
御
仁
。
籾
こ
そ
末
世
に
か
き
伝
へ
。
石
橋
山
の
戦
に
。

　
　
　
　
　
く
み
う
ち
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
く

真
田
俣
野
が
組
討
の
。
謂
れ
は
斯
と
知
れ
た
り
。
」
と
締
め
く
く
る
。

　
よ
そ
目
に
見
分
け
に
く
い
状
況
下
で
、
B
と
C
が
組
討
ち
、
互
い
に
諒
解
の

上
、
C
は
B
に
A
と
し
て
討
た
れ
、
最
高
権
威
者
が
そ
れ
を
認
定
し
、
A
（
真

田
）
B
（
俣
野
）
の
組
討
と
し
て
盛
衰
記
の
「
記
録
」
に
と
ど
め
ら
れ
る
一

と
い
う
「
組
討
」
の
構
造
は
、
小
次
郎
が
自
ら
敦
盛
と
名
乗
っ
て
熊
谷
に
討
た

れ
、
義
経
の
認
定
を
経
て
、
敦
盛
熊
谷
組
討
と
し
て
し
平
家
物
語
に
書
き
と
ど

め
ら
れ
る
「
一
谷
鰍
軍
記
」
組
討
の
そ
れ
と
一
致
す
る
。

　
「
石
橋
山
鎧
襲
」
で
は
、
「
蒲
冠
者
藤
戸
合
戦
」
「
那
須
与
市
西
海
硯
」
以
上

に
、
真
相
と
異
る
「
記
録
」
が
作
ら
れ
る
過
程
が
詳
細
に
描
写
さ
れ
る
。
も
っ

と
も
、
平
家
物
語
劇
で
、
真
相
と
異
る
「
記
録
」
の
あ
り
方
に
注
意
を
払
っ
て

き
た
の
は
、
宗
輔
だ
け
で
は
な
い
。
例
え
ば
近
松
の
「
燦
静
胎
内
据
」
正
徳
三

〈
一
七
一
三
〉
年
）
大
序
で
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
い
こ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
く
び
や
う
　
　
あ
く
み
や
う

　
　
さ
す
が
平
家
の
大
将
軍
最
期
怨
み
だ
し
。
虚
病
の
悪
名
末
代
に
と
・
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち
こ
つ

　
　
ん
こ
と
。
頼
朝
が
本
意
に
あ
ら
ず
…
…
只
今
是
に
て
諌
せ
し
こ
と
必
を
ん

一
五
二

　
　
み
っ
た
る
べ
し
。
宗
盛
は
道
中
に
て
九
郎
が
う
つ
て
捨
た
り
と
。
面
々
家

　
　
　
き
　
ろ
く

　
　
の
記
録
に
も
し
る
し
中
れ
よ
。
（
頼
朝
が
宗
盛
を
偽
っ
て
安
堵
さ
せ
首
を

　
　
討
っ
た
後
の
こ
と
ば
）
（
岩
波
『
近
松
全
集
』
本
）
。

こ
の
「
記
録
」
は
実
質
的
に
は
平
家
物
語
と
重
な
る
が
、
一
応
大
名
の
「
家
の

記
録
」
と
特
定
し
て
い
る
。

　
宗
輔
の
ラ
イ
バ
ル
文
耕
堂
・
長
谷
川
千
四
の
「
鬼
】
法
眼
三
略
巻
」
（
享
保

一
六
企
七
三
一
〉
年
）
三
ノ
切
で
は
、
鬼
一
が
牛
若
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
　
ろ
く

　
　
必
々
か
く
い
ふ
咄
し
は
此
座
切
，
。
君
天
下
を
し
ろ
し
召
．
て
の
記
録
に

　
　
も
。
牛
若
が
兵
法
は
僧
正
坊
と
云
天
狗
に
。
な
ら
ひ
し
と
か
き
し
る
さ
せ
。

　
　
末
世
末
代
鬼
一
と
い
ふ
名
を
ふ
か
ふ
つ
・
み
か
く
し
て
た
べ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
2
1
）

と
言
う
、
「
記
録
」
は
史
書
と
し
て
は
流
布
本
平
治
物
語
下
巻
で
あ
ろ
う
が
、

作
者
が
直
接
詞
章
を
引
用
す
る
の
は
、
謡
曲
「
鞍
馬
天
狗
」
で
あ
る
。
同
じ
二

人
の
作
者
の
「
三
浦
大
助
紅
梅
勒
」
（
享
保
十
五
〈
一
七
三
〇
〉
年
）
で
、
「
記

録
」
と
い
う
語
は
使
わ
な
い
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
づ
ま
か
チ
み
せ
い
す
い

　
　
掬
こ
そ
末
世
に
か
き
残
す
東
鑑
盛
衰
記
に
。
百
六
歳
の
大
助
を
。
七
十

　
　
　
　
　
し
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
と
は
り

　
　
九
歳
と
記
せ
し
は
此
理
と
し
ら
れ
け
り
。

も
、
不
正
確
な
文
章
（
『
吾
妻
鏡
』
は
三
浦
義
明
八
十
九
歳
）
な
が
ら
、
『
吾
妻

鏡
』
、
盛
衰
記
の
権
威
あ
る
記
録
と
俗
説
（
幸
若
舞
曲
「
馬
揃
」
な
ど
）
の
百

六
歳
説
を
対
比
さ
せ
、
真
相
は
後
者
の
方
に
あ
る
と
す
る
。

　
平
家
物
語
劇
で
は
な
い
が
、
一
七
九
九
年
に
書
か
れ
た
浄
瑠
璃
史
最
後
の
秀

作
「
絵
本
太
功
能
」
十
段
目
で
は
、
光
秀
の
母
が
死
に
臨
ん
で
、

　
　
　
　
　
　
　
さ
か
ば
つ
つ
け
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
ざ
ん
　
　
　
　
　
　
と
げ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

き
ろ
く

　
　
武
智
が
母
は
逆
罪
に
。
か
・
つ
て
無
悪
の
死
を
暮
し
と
。
末
世
の
記
録



　
　
に
残
し
て
た
べ

と
願
う
。
浄
瑠
璃
「
絵
本
太
功
記
」
の
光
秀
母
は
、
逆
礫
に
か
か
っ
て
死
ぬ
わ

け
で
は
な
い
が
、
『
絵
本
太
閤
記
』
三
篇
巻
藁
の
記
録
が
生
ま
れ
た
由
来
を
語

る
の
で
あ
る
。
真
相
と
誤
認
す
る
「
記
録
」
の
あ
り
方
に
、
十
八
世
紀
の
浄
瑠

璃
作
者
達
が
、
近
松
門
左
衛
門
か
ら
近
松
柳
に
至
る
ま
で
、
関
心
を
持
ち
続
け

て
き
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

　
た
だ
そ
の
関
心
の
最
も
強
い
は
ず
の
並
木
宗
輔
は
、
「
石
橋
山
鎧
襲
」
を
最

後
に
、
竹
本
座
時
代
の
平
家
物
語
劇
、
「
軍
法
冨
士
見
西
行
」
「
義
経
千
本
桜
」

「
源
平
布
引
瀧
」
及
び
コ
谷
鰍
軍
記
」
で
、
「
記
録
」
と
い
う
語
を
こ
の
よ
う

な
形
で
は
用
い
な
く
な
る
。
「
義
経
千
本
桜
」
大
序
で
、
「
大
内
記
」
が
「
日

次
」
に
記
す
場
面
が
あ
り
、
実
質
的
に
記
録
を
扱
っ
て
い
る
に
相
違
な
い
の
で

あ
る
が
、
過
去
の
浄
瑠
璃
に
お
け
る
「
記
録
」
と
い
う
語
の
も
つ
、
あ
る
固
定

観
念
を
避
け
る
意
図
が
働
い
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
「
記
録
」
と
い
う
語
を
避

け
る
と
同
時
に
、
記
録
さ
れ
た
事
と
、
真
相
と
の
忌
辰
を
取
り
上
げ
、
観
客
の

知
的
興
味
を
満
足
さ
せ
る
べ
く
、
辻
褄
合
せ
の
由
来
謳
を
案
出
し
、
「
籾
こ
そ

末
世
に
云
々
」
と
締
め
く
く
る
「
石
橋
山
鎧
襲
」
「
三
浦
大
助
紅
梅
約
」
に
み

ら
れ
る
如
き
文
体
が
、
採
用
さ
れ
な
く
な
る
。
「
「
一
谷
鰍
軍
記
」
孜
」
で
も
ふ

れ
て
い
る
が
、
例
え
ば
、
「
籾
こ
そ
一
谷
の
戦
い
に
敦
盛
熊
谷
組
討
と
書
き
記

す
謂
れ
は
か
く
と
知
ら
れ
た
り
」
と
か
「
拐
こ
そ
末
世
の
記
録
に
も
大
物
浦
に

て
判
官
に
仇
を
な
せ
し
は
知
盛
の
怨
霊
な
り
と
書
き
伝
ふ
」
と
か
は
、
決
し
て

言
わ
れ
て
い
な
い
。
こ
う
い
う
由
来
謂
で
決
着
を
つ
け
る
に
は
、
記
録
さ
れ
た

こ
と
と
真
相
と
の
違
い
が
、
あ
ま
り
に
も
大
規
模
で
複
雑
で
あ
る
こ
と
に
作
者

『一

J
漱
軍
記
』
と
浄
瑠
璃
の
先
行
作
品

　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
2
）

は
気
付
い
た
の
で
あ
る
。

　
宗
盛
が
斬
ら
れ
た
場
所
が
、
鎌
倉
か
近
江
篠
原
か
、
牛
若
に
兵
法
を
教
え
た

の
は
本
当
に
天
狗
で
あ
る
か
、
美
浦
で
入
水
し
た
能
登
守
聖
経
、
石
橋
山
で
討

死
し
た
真
田
与
一
は
本
物
か
贋
物
か
一
そ
れ
ら
は
興
味
深
い
課
題
で
は
あ
る

が
し
か
し
、
浄
瑠
璃
作
者
の
使
命
は
、
そ
の
程
度
の
二
つ
の
「
記
録
」
の
く
い

ち
が
い
や
、
「
記
録
」
に
記
さ
れ
て
い
な
い
裏
話
を
伝
え
る
こ
と
に
あ
る
の
で

は
な
い
。
歴
史
書
、
歴
史
文
学
へ
の
並
木
宗
輔
の
造
詣
が
、
竹
本
座
標
作
者
を

は
る
か
に
凌
い
で
深
ま
れ
ば
深
ま
る
ほ
ど
、
も
っ
と
も
ら
し
い
由
来
諦
酒
造
へ

の
興
味
は
薄
れ
て
く
る
。
歴
史
の
謎
へ
の
関
心
は
、
ま
す
ま
す
深
ま
る
が
、
力

点
の
置
か
れ
方
が
変
わ
っ
て
く
る
。
平
家
物
語
と
い
う
偉
大
な
歴
史
文
学
を
創

作
の
基
盤
と
す
る
か
ら
に
は
、
平
家
物
語
時
代
か
ら
現
代
（
近
世
）
ま
で
絶
え

る
こ
と
の
な
い
人
間
社
会
の
矛
盾
と
苦
悩
を
、
可
能
な
限
り
多
く
の
中
世
文
芸

資
料
と
非
文
芸
史
料
を
駆
使
し
て
と
ら
え
直
し
、
歴
史
書
、
歴
史
文
学
が
、
作

為
的
、
あ
る
い
は
非
作
為
的
に
、
語
ら
な
か
っ
た
部
分
に
光
を
あ
て
、
近
世
独

自
の
解
釈
を
ほ
ど
こ
す
こ
と
に
こ
そ
、
人
間
葛
藤
の
ド
ラ
マ
浄
瑠
璃
の
存
在
理

由
が
あ
る
こ
と
を
、
＝
潤
筆
軍
記
」
の
作
者
は
確
信
す
る
の
で
あ
る
。

九

　
「
石
橋
山
鎧
襲
」
で
岡
崎
四
郎
義
実
は
、
子
息
真
田
与
市
と
名
乗
り
自
身
の

名
を
残
さ
ぬ
討
死
を
遂
げ
た
。
し
か
し
岡
崎
に
と
っ
て
、
こ
れ
は
彼
の
父
性
愛

と
節
義
に
基
く
主
体
的
選
択
の
結
果
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
生
き
残
っ
た
与
市
は

一
五
三



一
時
「
名
も
な
き
」
存
在
と
な
る
が
、
頼
朝
の
命
に
よ
り
岡
崎
四
郎
を
襲
名
す

る
こ
と
で
、
盛
衰
記
の
与
一
自
身
が
切
望
し
て
い
た
親
子
一
体
化
し
て
「
家
を

起
す
」
封
建
社
会
の
理
念
が
全
う
さ
れ
、
岡
崎
・
真
田
の
名
が
共
に
、
末
世
の

記
録
に
留
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
作
者
は
一
度
、
与
市
を
「
名
も
な
き
」

不
確
定
な
状
態
に
追
い
込
み
な
が
ら
、
結
局
こ
の
父
子
に
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

ー
喪
失
の
悩
み
を
浮
上
せ
し
め
る
に
至
ら
な
か
っ
た
。

　
ほ
ぼ
同
じ
手
続
き
に
よ
る
身
替
り
の
組
討
で
、
名
も
な
き
生
者
と
死
者
を
生

ん
だ
「
一
谷
鰍
軍
記
」
組
討
の
場
合
、
熊
谷
は
主
家
で
あ
る
源
家
と
後
白
河
法

皇
の
問
の
政
略
的
必
要
、
及
び
熊
谷
自
身
の
藤
の
局
へ
の
恩
報
じ
の
為
に
、
選

択
の
余
地
な
く
敦
盛
を
殺
し
て
生
か
す
任
務
を
負
わ
さ
れ
、
小
次
郎
を
敦
盛
の

身
替
り
に
討
っ
た
。
小
次
郎
が
健
気
で
あ
る
だ
け
に
、
父
親
と
し
て
、
自
身
の

十
七
年
前
の
不
義
の
代
償
に
小
次
郎
の
命
を
犠
牲
に
す
る
こ
と
は
堪
え
難
か
っ

た
に
相
違
な
い
が
、
そ
の
苦
し
み
を
描
く
こ
と
の
み
に
主
眼
が
あ
る
と
す
れ
ば
、

「一

J
鰍
軍
記
」
は
、
悲
劇
と
い
う
よ
り
惨
劇
で
あ
ろ
う
。
熊
谷
が
ほ
と
ん
ど

選
択
の
余
地
な
く
、
し
か
も
自
ら
周
到
に
計
算
し
た
行
動
を
遂
行
す
る
間
が
、

も
う
一
つ
の
平
家
物
語
の
引
用
部
分
、
劇
中
劇
の
形
を
と
る
こ
と
は
興
味
深
い
。

熊
谷
の
主
体
的
行
為
は
、
「
組
討
」
が
終
っ
た
と
こ
ろ
が
ら
始
ま
る
。

　
　
　
も
の
コ
ふ
　
　
　
　
　
　
ほ
ま
れ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
た

　
「
そ
れ
武
士
の
高
名
誉
を
望
。
は
。
子
孫
に
伝
へ
ん
家
の
面
目
」
、
そ
の

「
家
」
を
継
承
す
べ
き
子
の
命
を
断
っ
た
為
に
、
「
石
橋
山
鎧
襲
」
の
場
合
の
よ

う
に
、
あ
る
い
は
「
須
磨
都
源
平
情
心
」
で
、
熊
谷
の
出
家
に
際
し
義
経
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
を
い
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぶ
　
し

「
熊
谷
と
云
弓
取
り
の
。
名
字
は
た
や
さ
ぬ
一
子
直
家
。
…
…
源
氏
の
武
士
と

取
り
立
ん
」
と
保
証
し
た
よ
う
に
、
親
子
一
体
化
に
よ
る
家
の
存
続
が
、
す
べ

一
五
四

て
の
矛
盾
を
溶
解
せ
し
め
る
図
式
が
成
り
立
た
な
く
な
る
。
但
し
、
前
々
で
も

記
し
た
と
お
り
、
家
そ
の
も
の
を
伝
え
る
手
段
は
、
小
次
郎
を
失
っ
た
熊
谷
に

も
依
然
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
熊
谷
は
そ
れ
を
拒
否
し
た
。
熊
谷

は
一
般
に
い
わ
れ
る
如
く
、
我
子
の
死
を
契
機
に
無
常
を
観
じ
て
出
家
す
る
の

で
は
な
い
。
作
者
が
三
ノ
切
の
最
初
に
、
主
人
公
の
懊
悩
を
「
敦
盛
を
討
．
て

む
じ
や
う
　
　
さ
と

無
常
を
悟
り
し
か
。
」
と
疑
問
符
を
付
し
て
一
般
論
的
に
説
明
す
る
の
は
、
真

相
が
別
の
と
こ
ろ
に
あ
る
こ
と
の
表
明
で
あ
る
。

　
敦
盛
が
討
死
し
な
い
（
伝
承
の
規
制
か
ら
の
解
放
）
か
ら
に
は
、
熊
谷
が
出

家
し
な
い
構
想
も
あ
り
え
た
。
近
世
身
替
り
劇
と
し
て
は
む
し
ろ
そ
れ
が
常
道

で
あ
ろ
う
（
前
々
稿
鵬
頁
下
）
。
「
一
谷
鰍
軍
記
」
の
熊
谷
に
は
、
元
祖
竹
田
出

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
2
3
㌧

雲
の
作
に
し
ば
し
ば
み
ら
れ
る
よ
う
な
、
困
難
な
状
況
を
解
決
な
い
し
回
避
す

る
た
め
に
出
家
す
る
必
要
は
全
く
な
い
。
ま
た
民
俗
伝
承
論
者
が
説
く
で
あ
ろ

う
と
こ
ろ
の
、
平
家
を
弔
う
語
り
部
蓮
生
の
役
割
は
、
弥
陀
六
が
大
半
肩
代
り

し
て
い
る
。
熊
谷
に
と
っ
て
出
家
は
、
家
を
伝
え
る
可
能
性
を
自
ら
断
ち
切
る

こ
と
で
、
「
記
録
」
に
留
め
ら
れ
な
い
小
次
郎
の
生
を
、
か
け
が
え
な
き
個
と

し
て
受
け
と
め
た
証
し
と
す
る
劇
行
為
、
以
外
の
も
の
で
は
あ
り
え
な
い
。

　
熊
谷
直
実
が
、
我
子
小
次
郎
を
敦
盛
の
身
替
り
に
討
つ
と
い
う
筋
自
体
は
、

十
八
世
紀
初
期
頃
の
演
劇
で
つ
く
り
出
さ
れ
た
も
の
で
、
本
来
平
家
物
語
と
は

何
の
関
係
も
な
い
。
け
れ
ど
も
、
熊
谷
直
実
が
平
敦
盛
を
討
っ
た
と
い
う
平
家

物
語
の
書
き
伝
え
が
、
史
実
で
あ
る
と
い
う
保
証
も
な
く
、
平
家
物
語
の
中
で

も
古
本
で
あ
る
『
源
平
闘
諦
録
』
で
は
、
熊
谷
に
討
た
れ
た
の
は
門
脇
中
納
言

敦
盛
の
万
成
盛
で
あ
り
、
『
吾
妻
鏡
』
で
は
、
敦
盛
を
討
っ
た
者
の
名
は
記
さ



れ
て
い
な
い
。
熊
谷
敦
盛
組
討
に
、
身
替
り
や
贋
首
と
い
う
事
態
が
起
こ
っ
た

と
し
て
も
、
必
ず
し
も
不
思
議
は
な
い
。
た
だ
、
「
一
谷
鰍
軍
記
」
の
如
く
、

あ
る
目
的
の
も
と
に
複
雑
怪
奇
な
計
画
が
練
ら
れ
、
衆
人
の
目
を
く
ら
ま
す
べ

く
演
技
と
し
て
の
組
討
が
行
わ
れ
る
点
が
、
い
か
に
も
戦
争
の
な
い
閉
鎖
的
な

近
世
封
建
官
僚
社
会
の
発
想
で
あ
る
、
と
は
い
え
る
。
だ
が
、
＝
谷
鰍
軍
記
」

熊
谷
敦
盛
劇
は
、
熊
谷
が
敦
盛
と
し
て
討
っ
た
の
が
実
は
小
次
郎
で
あ
っ
た
、

と
い
う
意
外
な
真
相
を
伝
え
、
我
子
を
犠
牲
に
し
た
熊
谷
夫
婦
の
悲
し
み
に
共

感
を
よ
ぶ
と
こ
ろ
で
終
っ
て
い
な
い
。
二
十
年
以
前
に
義
経
を
助
け
た
弥
陀
六

の
登
場
を
契
機
に
、
舞
台
は
源
平
両
家
の
過
去
・
現
在
・
未
来
へ
の
展
望
へ
と

視
点
を
移
す
。
作
者
は
、
政
治
や
権
力
の
思
惑
に
よ
っ
て
、
虚
構
が
事
実
と
記

録
さ
れ
、
一
個
の
生
が
闇
か
ら
闇
へ
と
葬
り
去
ら
れ
る
近
世
的
不
条
理
を
、
源

平
時
代
の
戦
争
に
よ
る
人
間
疎
外
と
別
次
元
の
も
の
と
は
み
な
し
て
い
な
い
。

組
討
の
場
の
段
切
で
、
玉
織
姫
の
死
に
集
約
さ
れ
る
平
家
の
敗
戦
の
悲
哀
が
、

主
人
公
の
心
を
う
ち
、
主
体
的
な
生
き
方
に
目
覚
め
さ
せ
る
契
機
と
な
り
、
組

討
物
語
（
三
ノ
切
）
で
「
ま
つ
音
通
リ
に
私
子
の
小
次
郎
。
敵
に
組
ま
れ
て
命

　
　
　
　
あ
さ
ま
し
き
　
　
も
の
メ
ふ

や
捨
ん
。
浅
間
敷
は
武
士
の
な
ら
ひ
」
と
い
う
、
平
家
物
語
に
直
接
典
拠
が
あ

り
そ
う
で
、
な
い
、
自
照
的
独
白
が
生
ま
れ
る
所
以
で
あ
る
。

　
源
氏
武
家
政
権
の
出
発
点
で
あ
る
平
家
物
語
の
時
代
は
、
十
八
世
紀
に
と
っ

て
近
代
史
の
始
ま
り
で
あ
る
。
以
後
六
百
年
の
問
に
、
戦
争
と
政
治
抗
争
に
よ

　
　
　
　
　
（
2
4
）

る
「
源
平
交
迭
」
が
繰
り
返
さ
れ
、
当
代
源
氏
九
代
に
至
っ
た
A
，
も
、
敦
盛
の

生
存
に
象
徴
さ
れ
る
源
平
交
迭
の
可
能
性
は
存
在
し
つ
づ
け
る
。
そ
こ
に
、

個
々
の
記
録
の
虚
構
性
を
超
え
る
歴
史
の
必
然
を
読
み
と
る
べ
き
か
。

　
　
　
　
　
　
＝
谷
徽
軍
記
』
と
浄
瑠
璃
の
先
行
作
品

　
「
義
経
千
本
桜
」
に
も
、
歴
史
の
必
然
へ
の
認
識
は
あ
っ
た
。
し
か
し
、
そ

れ
は
因
果
応
報
と
い
う
過
去
形
の
論
理
と
重
ね
あ
わ
さ
れ
て
い
た
。
「
一
谷
鰍

軍
記
」
で
は
、
主
人
公
の
主
体
性
が
確
立
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
真
に
、
現
代

を
軸
と
し
た
歴
史
の
必
然
を
見
る
目
が
開
か
れ
た
と
い
え
る
の
で
あ
る
。

　
甚
だ
不
十
分
で
は
あ
る
が
、
＝
谷
鰍
軍
記
」
（
一
～
三
段
目
）
と
平
家
物
語

と
の
関
係
を
、
三
回
に
わ
た
っ
て
考
察
し
た
。
前
平
注
2
1
に
、
次
号
に
翻
刻
掲

載
予
定
と
し
た
、
宝
暦
十
三
年
二
月
一
日
の
「
一
谷
轍
軍
記
」
通
し
上
演
記
録

は
、
紙
数
超
過
の
た
め
本
稿
に
収
め
え
ず
、
別
稿
「
「
一
谷
鰍
軍
記
」
ノ
ー
ト
」

（『

煙
?
w
』
3
6
）
に
掲
載
す
る
。
本
稿
の
補
説
が
ほ
か
に
も
あ
り
（
注
1
6
等
）
、

併
せ
て
御
読
み
い
た
だ
け
れ
ば
、
幸
甚
で
あ
る
。

　
注
（
1
）
　
『
説
経
正
本
集
』
三
解
題
。
『
語
り
物
（
舞
・
説
経
・
占
浄
瑠
璃
）
の
研
究
』
。

（
2
＞
　
こ
の
書
に
つ
い
て
和
旧
修
氏
か
ら
御
教
示
を
得
た
。

（
3
）
　
な
お
『
古
浄
瑠
璃
正
本
集
』
二
の
二
七
及
び
『
説
経
正
本
集
』
三
の
四
四
解
題
に
、

　
「
貞
享
か
ら
元
禄
頃
の
刊
行
と
見
ら
れ
る
」
「
天
下
一
さ
つ
ま
浄
雲
」
の
刊
記
を
持
つ

　
「
こ
あ
っ
も
り
」
（
前
島
春
三
旧
蔵
本
）
を
紹
介
し
、
「
む
し
ろ
東
大
の
コ
切
記
」
に

　
近
い
」
と
す
る
。

（
4
）
　
『
浄
瑠
璃
の
世
界
』
所
収
。
な
お
阪
口
弘
之
「
操
浄
瑠
璃
の
語
り
－
口
承
と
書
承

　
一
」
（
『
伝
承
文
学
研
究
』
4
2
）
参
照
。

（
5
）
　
、
長
門
本
に
近
い
が
流
布
本
で
あ
る
。

（
6
）
　
「
組
討
の
段
」
の
最
初
の
場
を
現
行
で
「
陣
門
」
と
呼
ぶ
。

（
7
）
藤
井
紫
影
校
註
「
近
松
全
集
」
（
五
）
本
。

一
五
五



一
五
六

（
8
）
　
近
石
泰
秋
『
操
浄
瑠
璃
の
研
究
』
。

（
9
）
　
「
那
須
与
市
西
海
硯
」
初
段
に
、
敦
盛
が
熊
谷
に
討
た
れ
た
こ
と
を
伊
賀
平
内
左
衛

　
　
門
が
述
べ
る
件
り
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
あ
げ
ま
き

（
1
0
）
　
「
組
討
」
の
「
聰
角
取
っ
て
」
は
文
字
譜
は
「
サ
ハ
リ
」
で
、
文
弥
で
演
奏
。

（
1
1
）
　
「
須
磨
都
源
平
躍
燭
」
四
で
、
敦
盛
の
鎧
を
「
小
桜
お
ど
し
」
と
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
た
む

（
1
2
）
　
「
須
磨
都
源
平
躍
燭
」
四
の
「
と
て
も
傾
く
平
家
の
運
」
か
ら
、
或
い
は
影
響
を
受

　
　
ナ
こ
⊃
o

　
　
ー
ブ
カ

（
B
）
た
と
え
ば
、
空
木
弥
太
郎
氏
が
『
語
り
物
（
酵
灘
）
の
研
究
』
で
指
摘
さ
れ
る
説

　
　
経
の
文
章
上
の
特
徴
、
ま
た
舞
曲
「
敦
盛
」
と
説
経
と
の
文
章
上
の
共
通
点
。
な
お
説

　
　
経
の
文
体
に
関
し
、
梅
田
麻
紀
子
氏
の
お
世
話
に
な
っ
た
。

（
1
4
）
近
松
添
削
、
松
田
和
占
（
文
耕
堂
）
作
「
仏
御
前
扇
軍
」
（
享
保
七
）
二
に
、
茶
屋

　
　
の
亭
主
の
話
か
ら
父
の
死
を
知
っ
た
⊥
佐
二
郎
が
、
亭
主
に
出
家
を
呼
ん
で
く
れ
と
頼

　
　
み
・
亭
王
が
「
盤
の
御
恩
・
つ
い
よ
ふ
ぞ
る
計
・
届
．
櫨
ぎ
青
髭
も
・
ぽ
だ
・
と
．

　
　
よ
そ
の
あ
は
れ
を
身
の
上
に
涙
ぐ
み
て
ぞ
急
ぎ
け
る
。
」
と
あ
る
。
筆
者
が
不
勉
強
の

　
　
た
め
に
こ
れ
以
前
の
用
例
を
知
ら
な
い
の
で
あ
る
が
、
前
後
の
文
章
か
ら
み
て
慣
用
句

　
　
の
引
用
と
考
え
ら
れ
る
。

（
／
5
）
　
拙
稿
「
「
鵬
山
姫
舎
松
」
考
」
（
『
歌
舞
伎
の
狂
言
』
所
収
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
な

（
1
6
）
　
前
々
稿
9
4
頁
上
1
9
行
目
に
「
生
田
敦
盛
」
を
「
あ
ま
さ
が
る
。
鄙
」
の
典
拠
と
し
て

　
　
挙
げ
た
が
、
典
拠
を
云
々
す
る
ま
で
も
な
い
成
語
で
あ
る
故
省
く
。

（
1
7
）
　
前
掲
（
注
4
）
阪
口
論
文
に
説
く
近
世
初
期
の
舞
曲
と
、
舞
曲
と
同
題
材
の
「
街
道

　
　
筋
の
語
り
物
」
と
の
関
係
参
照
。
『
福
岡
県
史
』
（
文
化
史
料
編
盲
僧
・
座
頭
）
所
収

　
　
「
一
の
谷
子
敦
盛
」
な
ど
も
考
慮
に
入
れ
る
べ
き
か
（
「
コ
谷
嫌
軍
記
」
ノ
ー
ト
」
参

　
　
照
）
。
な
お
新
日
本
古
典
文
学
大
系
『
舞
の
本
』
（
麻
原
美
子
校
注
）
解
題
晒
頁
等
参
照
。

（
1
8
）
　
「
本
文
」
と
い
う
よ
り
「
着
想
」
上
で
あ
る
が
、
　
一
つ
の
典
拠
と
な
っ
た
と
考
え
ら

　
　
れ
る
の
が
、
近
松
「
烏
帽
了
折
」
二
「
伏
見
の
里
」
に
お
け
る
宗
清
の
描
き
方
で
あ
る
。

　
　
⊃
谷
轍
軍
記
ノ
ー
ト
」
参
照
。
な
お
注
1
4
の
ケ
ー
ス
も
こ
れ
に
加
え
る
べ
き
か
。

（
1
9
）
　
『
南
畝
秀
言
』
（
『
文
楽
浄
瑠
璃
集
』
補
注
2
に
一
部
掲
出
）
で
、
戦
国
時
代
の
製
作

　
　
か
と
考
証
。
な
お
『
未
刊
謡
曲
集
』
五
所
収
「
須
磨
寺
」
は
、
弁
慶
が
コ
枝
折
盗

　
　
…
」
の
制
札
を
書
く
由
来
諏
。

（
2
0
）
　
ニ
ノ
切
の
執
筆
者
は
丈
助
、
五
段
目
は
宗
助
と
考
え
ら
れ
る
が
、
豊
竹
座
時
代
の
作

　
　
は
構
成
が
緊
密
で
、
勿
論
立
作
者
宗
助
は
全
段
を
把
握
し
て
し
い
る
。

（
2
1
）
　
日
本
古
典
文
学
大
系
『
太
平
記
』
巻
二
十
九
の
補
注
1
0
参
照
。
天
狗
の
牛
若
へ
の
兵

　
　
法
伝
授
に
つ
い
て
、
新
潮
古
典
集
成
『
謡
曲
集
』
「
鞍
馬
天
狗
」
は
『
太
平
記
』
二
二

　
　
十
九
を
引
く
。

（
2
2
）
　
こ
の
由
来
文
と
運
命
予
告
文
に
つ
い
て
述
べ
た
旧
稿
「
近
松
　
　
劇
的
時
間
と
こ

　
　
と
ば
」
（
『
国
文
学
』
昭
和
5
5
年
3
月
）
の
、
宗
輔
作
品
関
係
部
分
に
は
、
改
訂
を
行
な

　
　
い
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ

（
2
3
）
　
横
山
正
『
浄
瑠
璃
操
芝
居
の
研
究
』
6
0
頁
参
照
。

（
2
4
）
　
辻
達
也
「
伝
統
的
権
威
の
継
承
と
下
克
上
の
論
理
」
（
『
口
口
の
近
世
』
2
）
。
前
々

　
　
稿
参
照
。

　
　
　
な
お
4
8
頁
な
ど
に
記
す
通
り
前
々
稿
9
2
頁
ド
ー
5
行
目
の
謡
曲
「
敦
盛
」
は
、
謡
曲

　
　
「
筐
敦
盛
」
と
訂
正
。
前
稿
囲
頁
上
6
・
2
0
行
目
、
下
3
・
2
2
行
目
（
計
四
ヶ
所
）
の

　
　
「
応
答
」
は
「
応
酬
」
に
、
鵬
頁
下
文
章
1
0
行
目
「
開
い
て
」
は
「
聞
い
て
」
に
訂
正
。


